
東
京
に
お
け
る
町
村
の
現
状
と
選
挙
お
よ
び
自
治
制
度
変
革
の
必
要
性
（
山
田
）

二
三
一

東
京
に
お
け
る
町
村
の
現
状
と
選
挙
お
よ
び
自
治
制
度
変
革
の
必
要
性

山

　
　田

　
　光

　
　矢

一
　
東
京
都
の
三
地
域
の
特
色

二
　
東
京
都
の
市
町
村
（
地
方
公
共
団
体
）
の
歴
史
と
自
治
制
度
の
特
色

三
　
東
京
都
の
区
市
町
村
の
自
治
制
度
の
特
色

四
　
東
京
都
の
町
村
と
全
国
の
小
規
模
自
治
体
（
村
）
の
選
挙
の
実
態

五
　
東
京
都
の
町
村
の
自
治
制
度
変
革
の
方
向
性
と
今
後

一
　
東
京
都
の
三
地
域
の
特
色

東
京
都
は
人
口
一
三
七
五
万
四
〇
四
三
人
で
全
国
一
位
、
面
積
二
一
九
三
・
九
六
㎢
で
全
国
四
四
位
の
極
端
に
人
口
密
度
の
高
い
広
域

論

　説

（
三
七
三
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

二
三
二

的
な
普
通
地
方
公
共
団
体
（
広
域
地
方
公
共
団
体
）
で
あ
る

（
１
）

。
都
制
が
ひ
か
れ
て
い
る
唯
一
の
広
域
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
表

１
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
東
京
都
以
外
の
広
域
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
道
府
県
の
区
域
が
、
い
ず
れ
も
基
礎
的
な
普
通
地
方
公
共
団
体

で
あ
る
市
町
（
村
）
に
区
分
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
東
京
都
の
区
域
は
、
二
三
の
特
別
区
（
特
別
地
方
公
共
団
体
）
が
お
か
れ
て
い
る

旧
東
京
市
に
相
当
す
る
特
別
区
地
域
と
、
二
六
市
・
三
町
・
一
村
の
合
計
三
〇
市
町
村
（
基
礎
的
地
方
公
共
団
体
）
が
お
か
れ
て
い
る
多
摩

地
域
と
、
二
町
・
七
村
の
合
計
九
町
村
（
基
礎
的
地
方
公
共
団
体
）
が
お
か
れ
て
い
る
島
嶼
地
域
の
三
地
域
で
構
成
さ
れ
て
い
る
、
総
計

六
二
の
区
市
町
村
に
区
分
さ
れ
て
い
る
広
域
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
。
基
礎
的
地
方
公
共
団
体
の
特
性
か
ら
、
東
京
都
の
内
部
を
区
部
と

市
部
と
町
村
部
に
区
分
す
る
場
合
も
あ
る
。

一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
一
〇
月
一
四
日
の
大
政
奉
還
の
後
、
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
閏
四
月
二
一
日
に
新
政
府
は
「
政
体
書
」
を
発

し
、「
府
・
藩
・
県
三
治
制
」
に
よ
る
地
方
制
度
を
確
立
し
た
。
続
い
て
新
政
府
は
閏
七
月
一
七
日
に
「
江
戸
ヲ
称
シ
テ
東
京
ト
為
ス
ノ

詔
書
」
を
発
し
て
東
京
府
を
設
置
し
、
八
月
一
七
日
に
は
東
京
府
庁
を
開
設
し
た
。
九
月
八
日
に
は
年
号
が
明
治
に
改
元
さ
れ
た
。
明
治

天
皇
は
一
〇
月
一
三
日
に
東
京
に
行
幸
し
、
一
二
月
初
旬
ま
で
東
京
に
滞
在
し
た
。
翌
年
二
月
に
再
度
東
京
に
行
幸
し
た
天
皇
は
、
二
月

二
八
日
に
東
京
城
（
旧
江
戸
城
）
に
入
り
、
東
京
城
を
皇
城
（
皇
居
）
と
改
め
実
質
上
の
遷
都
を
行
っ
た
。
東
京
府
は
三
月
一
六
日
に
、
江

戸
市
中
と
さ
れ
て
い
た
区
域
（
朱
引
）
の
九
八
二
町
を
一
番
組
か
ら
五
〇
番
組
の
五
〇
区
に
再
編
し
、
戸
数
人
口
調
査
を
行
い
、
東
京
朱

引
内
市
中
の
戸
数
は
一
二
万
六
〇
六
軒
、
人
口
は
五
〇
万
三
七
〇
三
人
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
四
月
八
日
に
は
朱
引
外
の

一
九
〇
町
八
九
村
を
一
番
組
か
ら
五
番
組
の
五
区
に
再
編
し
た
。

東
京
府
は
、
廃
藩
置
県
に
先
立
つ
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
六
月
九
日
に
、
朱
引
外
を
六
大
区
二
五
区
に
、
一
三
日
に
朱
引
内
を
四
四

区
に
区
分
し
た
後
、
朱
引
外
の
二
五
区
を
朱
引
内
の
四
四
区
に
続
け
て
第
四
五
区
か
ら
第
六
九
区
に
改
め
た
。
続
い
て
一
一
月
二
八
日
に

（
三
七
四
）



東
京
に
お
け
る
町
村
の
現
状
と
選
挙
お
よ
び
自
治
制
度
変
革
の
必
要
性
（
山
田
）

二
三
三

東
京
都
三
地
域
（
区
部
・
市
部
・
町
村
部
）
の
人
口
と
面
積

区
　

部
（

23
区

）
人

　
口

面
　

積
9,482,125

順
位

全
体

順
位

627.57
順

位
全

体
順

位

千
代

田
区

61,420
23

47
11.66

19
49

中
央

区
157,484

22
31

10.21
22

56
港

区
253,940

17
21

20.37
12

31
新

宿
区

343,494
12

14
18.22

13
33

文
京

区
227,224

19
23

11.29
21

51
台

東
区

203,219
21

25
10.11

23
57

墨
田

区
264,515

16
19

13.77
17

44
江

東
区

510,692
8

9
40.16

6
16

品
川

区
398,732

10
12

22.84
10

25
目

黒
区

283,153
15

17
14.67

16
43

大
田

区
728,437

3
3

60.83
1

10
世

田
谷

区
921,708

1
1

58.05
2

11
渋

谷
区

229,994
18

22
15.11

15
42

中
野

区
335,813

13
15

15.59
14

40
杉

並
区

575,691
6

7
34.06

8
18

豊
島

区
297,946

14
16

13.01
18

47
北

区
348,274

11
13

20.61
11

28
荒

川
区

216,098
20

24
10.16

21
54

板
橋

区
573,966

7
8

32.22
9

19
練

馬
区

731,360
2

2
48.08

5
15

足
立

区
677,536

5
5

53.25
3

13
葛

飾
区

450,815
9

10
34.8

7
17

江
戸

川
区

690,614
4

4
49.9

4
14

（
平

均
）

412,266
27.29

東
京
都
の
人
口
と
面
積
と
全
体
平
均

東
京

都
（

67
区

市
町

村
）

人
　

口
面

　
積

13754043
人

2193.96㎢
（

全
体

平
均

）
 221839.4

人
　

35.39㎢

市
　

部
（

26
市

）
人

　
口

面
　

積
4,188,784

順
位

全
体

順
位

783.95
順

位
全

体
順

位

八
王

子
市

576,907
6

1
186.38

2
1

立
川

市
179,326

30
9

24.36
24

7
武

蔵
野

市
146,333

34
12

10.98
52

21
三

鷹
市

190,356
28

7
16.42

38
14

青
梅

市
135,527

35
13

103.31
5

2
府

中
市

261,403
18

3
29.43

20
5

昭
島

市
111,903

39
17

17.34
35

12
調

布
市

235,430
20

4
21.58

26
8

町
田

市
433,843

11
2

71.55
9

4
小

金
井

市
123,868

37
15

11.3
50

20
小

平
市

192,716
27

6
20.51

30
10

日
野

市
188,183

29
8

27.55
23

6
東

村
山

市
150,030

32
10

17.14
36

13
国

分
寺

市
124,493

36
14

11.46
49

19
国

立
市

74,647
45

23
8.15

59
25

福
生

市
58,140

48
25

10.16
53

23
狛

江
市

82,360
42

20
6.39

60
26

東
大

和
市

84,674
41

19
13.42

45
17

清
瀬

市
75,329

44
22

10.23
55

22
東

久
留

米
市

116,328
38

16
12.88

48
18

武
蔵

村
山

市
71,652

46
24

15.32
41

16
多

摩
市

147,541
33

11
21.01

27
9

稲
城

市
90,270

40
18

17.97
34

11
羽

村
市

55,130
49

26
9.9

58
24

あ
き

る
野

市
80,326

43
21

73.47
7

3
西

東
京

市
202,069

26
5

15.75
39

15
（

平
均

）
161,107

35.12

町
村

部
（

5町
8村

）
人

　
口

面
　

積
83,134

順
位

全
体

順
位

782.44
順

位
全

体
順

位

西
多
摩
郡

57,514
❶
375.86

❶
瑞

穂
町

33,064
50

1
16.85

37
11

日
の

出
町

17,321
51

2
28.07

21
7

檜
原

村
2,092

58
9

105.41
4

3
奥

多
摩

町
5,037

54
5

225.53
1

1
島
　
部

25,620
406.58

大
島
支
庁

12,362
❷
140.99

❷
大

島
町

7,552
52

3
90.76

6
4

利
島

村
346

60
11

4.12
62

13
新

島
村

2,623
56

8
27.54

22
8

神
津

島
村

1,841
59

10
18.58

32
10

三
宅
支
庁

2,716
❺

75.8
❺

三
宅

村
2,372

57
7

55.26
12

6
御

蔵
島

村
344

61
12

20.54
29

9
八
丈
支
庁

7,469
❸

83.01
❹

八
丈

町
7,292

53
4

72.23
8

5
青

ヶ
島

村
177

62
13

5.96
61

12
小
笠
原
支
庁

3,073
❹
106.78

❸
小

笠
原

村
3,073

55
67

106.78
3

2
（

平
均

）
6,395

60.19

東
京
都
内
三
地
域
の
人
口
と
面
積

人
　

口
（

%
）

面
　

積
（

%
）

都
区

部
9,482,125

68.94%
627.57

28.60%
多

摩
地

域
4,246,298

30.87%
1159.81

52.86%
島

嶼
地

域
25,620

0.08%
406.58

18.53%
註

：
東

京
都

「
リ

ン
ク

集
／

都
内

区
市

町
村

」（
w

w
w

.m
etro.tokyo.jp/link/link04.htm

l）
を

参
照

し
て

作
成

し
た

。

表
1

（
三
七
五
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

二
三
四

は
府
下
を
六
大
区
・
九
七
小
区
に
改
編
し
「
大
区
・
小
区
制
」
に
対
応
し
た
。
一
九
七
三
（
明
治
六
）
年
に
大
区
の
区
割
り
変
更
が
実
施

さ
れ
、
朱
引
内
は
一
大
区
か
ら
六
大
区
に
、
朱
引
外
は
七
大
区
か
ら
一
一
大
区
に
区
分
さ
れ
た
。
一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
七
月
二
二

日
に
明
治
政
府
は
、
郡
区
町
村
編
成
法
・
府
県
会
規
則
・
地
方
税
規
則
（
い
わ
ゆ
る
三
新
法
）
を
制
定
し
、
新
し
い
地
方
制
度
の
確
立
に
着

手
し
た
。
そ
の
時
三
つ
の
府
に
は
複
数
の
区
が
設
置
さ
れ
、
開
国
に
よ
っ
て
開
港
さ
れ
た
五
港
と
人
民
輻
輳
の
一
二
の
都
市
は
そ
れ
ぞ
れ

区
と
さ
れ
た
。
東
京
府
は
一
一
月
二
日
に
一
一
大
区
一
〇
三
小
区
を
廃
止
し
、
市
街
地
（
旧
朱
引
内
）
に
一
五
区
、
郷
村
地
（
旧
朱
引
外
）

に
三
八
〇
余
の
町
村
か
ら
な
る
六
郡
を
置
い
た
。
こ
の
一
五
区
・
六
郡
が
お
か
れ
た
区
域
が
ほ
ぼ
現
在
の
二
三
区
に
相
当
す
る
区
域
で
あ

る
。一

九
八
八
（
明
治
二
一
）
年
四
月
に
市
制
町
村
制
が
制
定
さ
れ
が
、
新
政
府
は
翌
年
四
月
一
日
に
、
東
京
・
京
都
・
大
阪
へ
の
市
制
適

用
の
阻
止
を
目
的
と
し
た
、
例
外
規
定
で
あ
る
「
市
制
特
例
」
を
制
定
し
た
。
そ
の
内
容
は
、「
従
来
の
区
を
存
し
、
区
域
全
体
に
１
市

を
置
く
も
の
の
市
長
・
助
役
は
置
か
ず
、
そ
の
業
務
は
府
知
事
・
書
記
官
が
行
う
こ
と
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
五
月

に
東
京
府
一
五
区
を
市
域
と
す
る
東
京
市
が
発
足
す
る
と
と
も
に
、
七
月
八
日
に
東
京
市
条
例
第
一
号
「
区
会
条
例
」
が
公
布
さ
れ
た
。

一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
五
月
一
日
の
市
制
町
村
制
の
施
行
を
受
け
、
一
五
区
の
範
囲
に
基
礎
的
地
方
公
共
団
体
と
し
て
の
東
京
市
が

設
置
さ
れ
、
区
は
そ
の
下
部
組
織
と
な
っ
た
が
、
区
会
を
通
じ
た
自
治
権
は
確
保
さ
れ
た
。
周
辺
六
郡
に
は
町
村
合
併
（
明
治
の
大
合
併
）

に
よ
っ
て
八
五
の
町
村
が
置
か
れ
た
。
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
は
、
南
豊
島
郡
と
東
多
摩
郡
が
合
併
し
て
豊
多
摩
郡
と
な
り
、
六

郡
は
五
郡
に
、
ま
た
八
五
存
在
し
た
町
村
も
そ
の
後
の
合
併
で
八
二
に
減
少
し
た
。

こ
う
し
た
東
京
府
の
基
礎
的
地
方
公
共
団
体
の
改
編
の
背
景
で
、
東
京
府
の
区
域
を
拡
大
す
る
よ
う
な
政
策
も
推
進
さ
れ
て
き
た
。

一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
一
月
に
は
伊
豆
諸
島
が
静
岡
県
か
ら
東
京
府
に
移
管
さ
れ
、
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
一
〇
月
に
は
、

（
三
七
六
）



東
京
に
お
け
る
町
村
の
現
状
と
選
挙
お
よ
び
自
治
制
度
変
革
の
必
要
性
（
山
田
）

二
三
五

一
九
七
六
（
明
治
九
）
年
に
日
本
帰
属
が
確
定
し
内
務
省
の
管
轄
と
さ
れ
て
い
た
小
笠
原
諸
島
が
東
京
府
に
編
入
さ
れ
、
東
京
府
の
領
域

が
島
嶼
部
に
拡
大
し
た
。
さ
ら
に
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
四
月
一
日
に
は
神
奈
川
県
か
ら
西
多
摩
郡
、
南
多
摩
郡
、
北
多
摩
郡
の
三

郡
一
八
町
一
六
〇
村
が
東
京
府
に
編
入
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
本
州
に
お
け
る
東
京
府
は
一
五
区
八
郡
二
八
〇
町
村
と
な
っ
た
。
こ
う
し

た
東
京
府
の
領
域
拡
大
策
に
よ
っ
て
、
東
京
府
の
領
域
は
約
二
・
三
倍
に
拡
大
し
、
現
在
の
東
京
都
の
領
域
が
確
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
結
果
、
東
京
都
は
旧
来
の
東
京
府
の
区
域
（
現
在
の
特
別
区
地
域
）
と
多
摩
地
域
と
島
嶼
地
域
の
三
地
域
に
区
分
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
２
）

。

一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
六
月
に
は
市
制
特
例
が
廃
止
さ
れ
、
東
京
市
・
京
都
市
・
大
阪
市
の
三
市
が
一
般
市
と
同
等
の
権
利
を
獲

得
し
た
。
た
だ
し
三
市
に
置
か
れ
て
い
た
「
従
来
の
区
」
や
「
従
来
の
区
会
」
は
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
四

月
七
日
に
市
制
町
村
制
の
全
面
改
正
が
あ
り
、
市
制
と
町
村
制
に
区
分
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
町
村
の
「
法
人
格
」
や
「
公
共
事
務
」、

「
団
体
委
任
事
務
」、「
機
関
委
任
事
務
」
の
規
定
が
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
「
勅
令
を
も
っ
て
指
定
す
る
市
の
区
は
こ
れ
を
法
人
と
す
。
そ

の
財
政
及
び
営
造
物
に
関
す
る
事
務
そ
の
他
法
令
に
よ
り
区
に
属
す
る
事
務
を
処
理
す
る
」
と
の
規
定
も
置
か
れ
た
が
、
実
際
に
指
定
さ

れ
た
の
は
東
京
市
・
京
都
市
・
大
阪
市
の
三
市
の
み
で
あ
っ
た
。
三
市
内
の
区
は
地
方
制
度
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
状
況
は
継
続
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

発
展
を
続
け
る
東
京
に
あ
っ
て
は
、
東
京
市
の
区
域
を
新
た
に
設
定
す
る
必
要
が
生
ま
れ
て
き
た
。
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
四
月

の
総
理
大
臣
公
告
は
、
東
京
の
都
市
計
画
区
域
を
東
京
駅
よ
り
半
径
一
〇
マ
イ
ル
内
と
し
た
。
東
京
市
の
市
域
の
拡
大
に
合
わ
せ
て
、

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
一
〇
月
に
、
旧
来
の
東
京
府
の
区
域
に
あ
っ
た
五
郡
の
八
二
町
村
（
北
多
摩
郡
千
歳
村
と
砧
村
を
除
く
地
域
）
を
編

入
し
、
そ
こ
に
二
〇
の
区
を
設
置
し
た
。
旧
来
の
一
五
区
と
新
設
二
〇
区
の
合
計
三
五
の
区
が
東
京
市
と
さ
れ
た
（
い
わ
ゆ
る
「
大
東
京

市
」）。
さ
ら
に
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
一
〇
月
一
日
に
は
、
北
多
摩
郡
千
歳
村
と
砧
村
が
世
田
谷
区
に
編
入
さ
れ
た
。（

三
七
七
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

二
三
六

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
東
京
府
の
人
口
は
三
六
九
万
九
八
三
九
人
で
、
東
京
市
に
二
一
七
万
三
二
〇
一
人
、
隣
接
五
郡
に
一
一
七

万
七
四
二
九
人
、
そ
の
他
の
地
域
に
三
四
万
九
二
〇
九
人
が
住
ん
で
お
り
、
東
京
市
の
人
口
は
東
京
府
全
体
の
五
九
％
で
あ
っ
た
。
一
〇

年
後
の
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
の
東
京
府
の
人
口
は
五
四
〇
万
八
六
七
八
人
ま
で
増
加
し
た
が
、
東
京
市
は
二
〇
七
万
九
一
三
人
に
減

少
し
、
隣
接
五
郡
は
二
八
九
万
九
九
二
六
人
と
約
二
・
五
倍
ま
で
増
加
し
、
そ
の
他
の
地
域
は
四
三
万
七
八
三
九
人
と
な
り
、
東
京
市
の

人
口
は
東
京
府
全
体
の
三
八
％
ま
で
低
下
し
た
。
東
京
府
の
増
加
し
た
人
口
が
一
五
区
周
辺
五
郡
に
集
中
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
隣
接
五

区
を
編
入
し
三
五
区
と
な
っ
た
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
の
東
京
府
の
人
口
は
五
七
七
万
二
〇
〇
人
で
、
拡
大
し
た
東
京
市
に
は
五
三
一

万
四
七
〇
二
人
、
そ
の
他
の
地
域
に
四
五
万
五
四
九
八
人
が
住
ん
で
お
り
、
東
京
市
の
人
口
は
東
京
府
全
体
の
実
に
九
二
％
ま
で
拡
大
し

た
の
で
あ
る
。

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
三
月
二
〇
日
の
市
制
・
町
村
制
、
府
県
制
の
改
革
を
受
け
、
七
月
一
日
に
は
「
東
京
都
制
」
が
制
定
さ
れ
、

東
京
府
と
東
京
市
が
廃
止
さ
れ
、
東
京
府
の
範
囲
に
東
京
都
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
時
成
立
し
た
東
京
都
は
基
礎
的
地
方
公
共
団
体
と
さ

れ
た
。
都
制
が
実
施
さ
れ
た
後
で
も
三
五
区
は
都
の
下
部
組
織
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
東
京
都
が
基
礎
的
地
方

公
共
団
体
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
摩
地
域
や
島
嶼
地
区
の
市
町
村
は
法
律
上
の
普
通
地
方
公
共
団
体
と
し
て
の
性
格
を
失
い
、
都
の
下

部
組
織
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
終
戦
に
と
も
な
い
、
大
村
・
扇
村
袋
澤
村
・
北
村
・
沖
村
・
硫
黄
島
村
の
五
村
で
構
成
さ
れ
て
い
た
小
笠

原
島
は
ア
メ
リ
カ
の
統
治
下
に
移
さ
れ
た
。
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
に
日
本
に
返
還
さ
れ
小
笠
原
村
が
設
置
さ
れ
た
が
、
自
治
権
が

回
復
す
る
の
は
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
四
月
二
二
日
に
第
一
回
村
長
お
よ
び
村
議
会
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
後
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
日
本
の
官
治
集
権
的
な
地
方
制
度
が
自
治
分
権
的
な
地
方
制
度
に
転
換
す
る
の
は
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
五
月
三
日

の
日
本
国
憲
法
と
地
方
自
治
法
を
中
心
と
す
る
地
方
自
治
関
連
法
規
等
の
施
行
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
東
京
都
で
は
憲
法
施
行
に
先
立
つ

（
三
七
八
）



東
京
に
お
け
る
町
村
の
現
状
と
選
挙
お
よ
び
自
治
制
度
変
革
の
必
要
性
（
山
田
）

二
三
七

三
月
一
五
日
に
、
三
五
区
を
二
二
区
に
整
理
統
合
し
て
い
る
。
こ
の
二
二
区
は
地
方
自
治
法
の
施
行
に
と
も
な
い
特
別
地
方
公
共
団
体

（
特
別
区
）
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
八
月
一
日
に
板
橋
区
か
ら
練
馬
区
が
分
離
し
て
二
三
区
と
な
っ
た
。
東
京
の
区
は
、
地
方
自
治
法
施
行

以
前
は
、
基
礎
的
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
東
京
市
や
東
京
都
の
下
部
組
織
で
あ
っ
た
。
各
区
は
区
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
区
独
自
の
財

産
・
営
造
物
の
維
持
管
理
等
の
区
固
有
の
事
務
を
処
理
す
る
権
限
を
有
し
て
お
り
、
法
令
で
定
め
ら
れ
た
国
や
府
の
事
務
を
処
理
す
る
法

人
格
を
有
す
る
独
特
の
存
在
で
あ
っ
た
。

地
方
自
治
法
の
施
行
に
と
も
な
い
、
東
京
都
は
広
域
地
方
公
共
団
体
と
な
り
、
二
三
区
（
当
初
は
二
二
区
で
あ
っ
た
）
は
特
別
区
（
特
別

地
方
公
共
団
体
）
と
な
り
、
多
摩
地
域
と
島
嶼
部
に
存
在
す
る
市
町
村
は
基
礎
的
地
方
公
共
団
体
と
な
っ
た
。
都
制
の
関
係
か
ら
、
東
京

都
と
二
三
区
の
関
係
は
数
度
の
改
革
が
見
ら
れ
て
き
て
は
い
る
が
、
独
得
な
関
係
に
あ
る
。
東
京
都
と
多
摩
地
域
や
島
嶼
地
域
の
市
町
村

と
の
関
係
は
、
他
の
道
府
県
と
道
府
県
内
の
市
町
村
と
の
関
係
と
同
じ
で
あ
る
。
江
戸
か
ら
東
京
へ
と
呼
称
が
変
わ
り
、
東
京
府
と
東
京

市
が
誕
生
し
、
東
京
府
に
最
初
に
島
嶼
部
が
移
管
さ
れ
、
後
に
多
摩
地
域
が
編
入
さ
れ
て
現
在
の
東
京
都
が
形
成
さ
れ
た
歴
史
を
た
ど
る

よ
う
に
、
東
京
都
内
は
特
別
区
地
域
と
多
摩
地
区
と
島
嶼
地
域
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た
特
徴
を
有
す
る
自
治
を
展
開
し
て

い
る
と
い
え
る
よ
う
な
形
態
を
整
え
て
き
て
い
る
の
で
あ
る

（
３
）

。

二
　
東
京
都
の
市
町
村
（
地
方
公
共
団
体
）
の
歴
史
と
自
治
制
度
の
特
色

島
嶼
地
域
が
全
て
東
京
府
の
管
轄
下
に
入
っ
た
翌
年
の
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
に
は
、
伊
豆
諸
島
で
は
大
島
に
新
島
村
・
岡
田

村
・
泉
津
村
・
野
増
村
・
波
浮
港
・
差
木
地
村
の
五
村
一
港
が
、
八
丈
本
島
に
は
大
賀
郷
・
三
ッ
根
村
・
樫
立
村
・
中
野
郷
村
・
末
吉
村

（
三
七
九
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

二
三
八

の
一
郷
四
村
が
、
八
丈
小
島
に
は
鳥
打
村
・
宇
津
木
村
の
二
村
が
、
青
ヶ
島
に
は
青
ヶ
島
が
、
利
島
に
は
利
島
が
、
新
島
に
は
本
村
・
若

狹
村
の
二
村
が
、
神
津
島
に
は
神
津
島
が
、
三
宅
島
に
は
神
着
村
・
伊
豆
村
・
伊
ケ
谷
村
・
阿
古
村
・
坪
田
村
の
五
村
が
、
御
蔵
島
に
は

御
蔵
島
が
お
か
れ
た
。
鳥
島
に
は
町
村
等
は
お
か
れ
な
か
っ
た
。
小
笠
原
島
で
は
少
し
遅
れ
て
父
島
に
大
村
・
扇
村
袋
澤
村
（
以
前
は
扇

村
と
袋
澤
村
の
二
村
で
あ
っ
た
）
の
二
村
が
、
母
島
に
は
北
村
・
沖
村
の
二
村
が
お
か
れ
た
。
硫
黄
島
に
当
初
は
町
村
は
お
か
れ
な
か
っ
た

が
、
後
に
硫
黄
島
村
が
お
か
れ
た
。

一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
大
島
と
八
丈
島
に
「
島
嶼
町
村
制
」
が
施
行
さ
れ
、
大
島
の
波
浮
港
が
波
浮
港
村
と
な
り
、
八
丈
本
島

の
大
賀
郷
が
大
賀
郷
村
と
な
り
、
大
島
の
六
村
と
八
丈
島
の
五
村
に
村
長
が
お
か
れ
た
。
翌
年
大
島
の
新
島
村
は
元
村
と
な
っ
た
。

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
に
伊
豆
諸
島
全
域
に
「
島
嶼
町
村
制
」
が
施
行
さ
れ
、
利
島
は
利
島
村
、
新
島
の
本
村
は
新
島
本
村
に
、
神

津
島
は
神
津
島
村
に
、
御
蔵
島
は
御
蔵
島
村
と
な
り
、
三
宅
島
の
五
村
と
と
も
に
村
長
が
お
か
れ
た
。
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
島

嶼
部
に
も
「
普
通
町
村
制
」
が
施
行
さ
れ
、
伊
豆
諸
島
の
青
ヶ
島
と
新
島
の
若
狹
村
、
小
笠
原
島
の
大
村
・
扇
村
・
袋
澤
村
、
母
島
の
北

村
・
沖
村
、
硫
黄
島
村
に
村
長
が
お
か
れ
た
。
終
戦
後
の
小
笠
原
島
が
ア
メ
リ
カ
の
統
治
下
に
は
い
り
、
東
京
都
の
島
嶼
部
は
二
二
村
と

な
っ
た
。
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
に
は
三
宅
島
の
神
着
村
・
伊
豆
村
・
伊
ケ
谷
村
の
合
併
で
三
宅
村
が
誕
生
し
た
。
一
九
四
七
（
昭
和

二
二
）
年
に
は
八
丈
本
島
の
三
ッ
根
村
・
樫
立
村
・
中
野
郷
村
・
末
吉
村
と
八
丈
小
島
の
鳥
打
村
が
合
併
し
て
八
丈
村
が
誕
生
し
た
。

伊
豆
諸
島
の
村
は
、
昭
和
の
大
合
併
期
に
主
要
な
島
を
単
位
と
し
た
合
併
が
行
わ
れ
、
八
つ
の
町
村
と
な
っ
た
。
大
島
は
大
島
町
に
、

八
丈
大
島
と
八
丈
小
島
は
八
丈
町
に
、
新
島
で
は
新
島
本
村
と
若
郷
村
が
合
併
し
新
島
本
村
の
一
村
と
な
っ
た
。
三
宅
島
で
は
三
宅
村
と

阿
古
村
・
坪
田
村
が
合
併
し
て
三
宅
村
の
一
村
に
な
っ
た
。
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
に
青
ヶ
島
は
青
ヶ
島
村
と
な
り
、
一
九
九
二

（
平
成
四
）
年
に
新
島
本
村
は
新
島
村
に
な
っ
た
こ
と
で
、
伊
豆
諸
島
の
島
は
す
べ
て
中
心
と
な
る
島
の
名
称
を
冠
し
た
二
町
六
村
と
な
っ

（
三
八
〇
）



東
京
に
お
け
る
町
村
の
現
状
と
選
挙
お
よ
び
自
治
制
度
変
革
の
必
要
性
（
山
田
）

二
三
九

た
。
小
笠
原
村
は
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
に
村
長
と
村
議
会
が
お
か
れ
る
こ
と
で
自
治
権
を
回
復
し
、
東
京
都
の
島
嶼
地
域
の
町

村
は
二
町
・
七
村
で
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

戦
後
の
島
嶼
地
域
で
は
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
大
島
町
の
人
口
は
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
に
は
一

万
二
〇
九
〇
人
で
あ
っ
た
が
現
在
は
七
五
五
二
人
に
、
八
丈
町
は
一
万
一
八
一
八
人
が
七
二
九
二
人
に
、
新
島
村
は
四
四
三
八
人
が

二
六
二
三
人
に
、
三
宅
村
は
六
六
二
五
人
が
二
三
七
二
人
に
、
神
津
島
村
は
二
六
六
七
人
が
一
八
四
一
人
に
、
利
島
村
は
三
五
四
人
が

三
四
六
人
に
、
青
ヶ
島
村
は
四
〇
二
人
が
一
七
七
人
に
減
少
し
て
い
る
。
例
外
は
御
蔵
島
村
と
五
〇
年
前
に
返
還
さ
れ
日
本
人
の
帰
島
が

許
さ
れ
た
小
笠
原
村
で
、
御
蔵
島
は
二
八
七
人
の
人
口
が
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
に
一
七
七
人
ま
で
減
少
し
た
が
現
在
で
は
三
四
四

人
に
、
小
笠
原
村
で
は
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
の
七
八
二
人
が
現
在
で
は
三
〇
七
三
人
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
島
嶼
部
の
人
口
は
三

万
八
六
八
一
人
が
二
万
五
六
二
〇
人
へ
と
、
全
体
で
は
三
分
の
二
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

多
摩
地
域
に
は
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に
三
五
六
町
村
が
存
在
し
て
い
た
が
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
の
明
治
の
大
合
併
に

よ
っ
て
八
一
の
町
村
と
一
組
合
村
の
八
二
町
村
ま
で
統
合
が
進
ん
だ
。
多
摩
地
域
が
東
京
府
に
移
管
さ
れ
た
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年

に
は
七
町
・
五
二
村
・
七
組
合
村
の
六
六
町
村
と
な
っ
て
い
た
。
終
戦
時
の
多
摩
地
域
は
二
市
・
一
九
町
・
四
三
村
の
六
四
市
町
村
と

な
っ
て
い
た
が
、
昭
和
の
大
合
併
に
よ
っ
て
一
〇
市
二
〇
町
四
村
の
三
四
市
町
村
と
な
り
、
平
成
の
大
合
併
後
は
二
六
市
三
町
一
村
の

三
〇
市
町
村
と
な
っ
た
。
市
の
増
加
は
、
平
成
の
大
合
併
以
前
に
多
摩
地
域
に
お
け
る
市
町
村
合
併
が
進
展
し
た
こ
と
と
、
東
京
一
極
集

中
の
影
響
を
受
け
て
人
口
増
加
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

多
摩
地
域
の
人
口
は
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
の
一
三
七
万
五
〇
九
四
人
が
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
に
は
四
二
四
万
六
二
九
八

人
へ
と
、
実
に
三
倍
強
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
市
部
に
お
い
て
は
八
王
子
市
が
五
七
万
七
五
一
三
人
で
最
大
人
口
と
な
っ
て
お
り
、
最
小

（
三
八
一
）
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二
四
〇

人
口
は
五
万
五
八
三
三
人
の
羽
村
市
で
あ
り
、
二
六
市
す
べ
て
が
地
方
自
治
法
の
定
め
る
市
の
最
小
人
口
五
万
人
を
超
え
て
い
る
。
人
口

五
〇
万
人
台
は
八
王
子
市
の
み
で
あ
り
、
四
〇
万
人
台
は
町
田
市
、
二
〇
万
人
台
は
府
中
市
・
調
布
市
・
西
東
京
市
の
三
市
、
一
〇
万
人

台
は
小
平
市
・
三
鷹
市
・
日
野
市
・
立
川
市
・
東
村
山
市
・
武
蔵
野
市
・
多
摩
市
・
青
梅
市
・
国
分
寺
市
・
小
金
井
市
・
東
久
留
米
市
・

昭
島
市
の
一
二
市
、
一
〇
万
人
未
満
が
稲
城
市
・
東
大
和
市
・
あ
き
る
野
市
・
狛
江
市
・
清
瀬
市
・
国
立
市
・
武
蔵
村
山
市
・
福
生
市
・

羽
村
市
の
九
市
で
あ
る
。
西
多
摩
郡
の
三
町
一
村
で
は
明
暗
を
分
け
て
い
る
。
瑞
穂
町
は
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
の
一
万
二
〇
九
二

人
が
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
に
は
三
万
三
〇
六
四
人
へ
と
二
・
七
倍
に
、
日
の
出
町
は
八
〇
四
七
人
が
一
万
七
三
二
一
人
へ
と
二
倍
強

に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
逆
に
奥
多
摩
町
は
一
万
三
七
八
五
人
が
五
〇
三
七
人
に
、
檜
原
村
は
五
六
五
〇
人
が
二
〇
九
二
人
に
な
り
、
双

方
と
も
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
減
少
し
て
い
る
。

二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
の
平
成
の
大
合
併
終
了
時
に
、
日
本
の
市
町
村
数
は
七
七
七
市
・
八
四
六
町
・
一
九
八
村
の
合
計

一
八
二
一
市
町
村
と
な
っ
た
。
平
成
の
大
合
併
を
見
る
と
、
東
京
都
は
田
無
市
と
保
谷
市
の
合
併
に
よ
っ
て
西
東
京
市
が
誕
生
し
た
だ
け

の
一
団
体
減
で
、
そ
の
進
捗
率
は
一
・
六
％
で
全
国
で
最
下
位
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
平
成
の
大
合
併
で
全
国
五
六
八
村
は
一
八
八
村
と

な
り
、
全
国
平
均
で
は
各
都
道
府
県
は
四
村
と
な
る
ほ
ど
に
減
少
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
一
八
三
村
と
な
り
、
都
道
府
県
平
均
で
は

四
を
切
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
村
が
存
在
し
な
い
県
が
一
三
県
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
村
が
残
存
し
た
四
三
都
道
府
県
の
村
の
平
均
は

五
・
四
村
と
な
っ
た
が
、
東
京
都
で
は
八
村
が
そ
の
ま
ま
残
っ
た
の
で
あ
る
。
村
の
多
い
都
道
府
県
の
順
位
を
見
る
と
、
最
多
は
長
野
県

で
三
五
村
、
二
位
は
沖
縄
県
で
一
九
村
、
三
位
は
北
海
道
と
福
島
県
で
一
五
村
、
五
位
は
奈
良
県
の
一
二
村
、
六
位
は
青
森
県
、
群
馬
県
、

東
京
都
、
熊
本
県
の
一
都
三
県
の
八
村
で
あ
る
。
こ
れ
ら
六
位
ま
で
の
一
都
一
道
七
県
の
村
の
数
は
合
計
一
二
八
村
で
、
全
国
の
ほ
ぼ
七

割
で
平
均
一
四
・
二
村
と
な
っ
て
い
る
。
残
り
の
二
五
府
県
の
村
は
五
五
村
に
す
ぎ
ず
平
均
村
数
は
二
・
二
村
と
な
っ
て
い
る
。
都
道
府
県

（
三
八
二
）
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二
四
一

は
多
く
の
村
が
残
っ
た
と
こ
ろ
と
、
村
が
若
干
残
っ
た
と
こ
ろ
と
、
村
が
無
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
大
別
で
き
る
の
で
あ
る

（
４
）

。

東
京
都
の
村
の
特
徴
を
見
る
と
、
多
摩
地
域
は
檜
原
村
一
村
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
残
り
七
村
は
島
嶼
地
域
に
位
置
し
て
い
る
。
福
島

県
の
被
災
地
に
あ
る
五
町
二
村
を
除
く
村
の
人
口
を
比
較
し
た
場
合
、
日
本
で
一
番
人
口
の
少
な
い
村
は
東
京
都
八
丈
支
庁
の
青
ヶ
島
村

で
一
七
七
人
、
第
二
位
が
東
京
都
三
宅
支
庁
の
御
蔵
島
村
で
三
四
四
人
、
第
三
位
が
東
京
都
大
島
支
庁
の
利
島
村
で
三
四
六
人
で
あ
る
。

人
口
一
千
人
未
満
の
三
三
村
を
見
る
と
、
島
嶼
に
存
在
す
る
村
が
一
二
村
、
そ
の
他
が
二
一
村
で
あ
る
。
都
道
府
県
別
で
み
る
と
最
多
が

七
村
の
長
野
県
、
第
二
が
五
の
沖
縄
県
、
三
位
が
四
の
奈
良
県
、
四
位
が
三
の
東
京
都
、
五
位
が
二
の
北
海
道
、
山
梨
県
、
高
知
県
、
鹿

児
島
県
、
九
位
が
一
の
福
島
県
、
新
潟
県
、
和
歌
山
県
、
岡
山
県
、
島
根
県
、
熊
本
県
と
な
っ
て
い
る
。
沖
縄
県
の
五
村
、
東
京
都
の
三

村
、
鹿
児
島
県
の
二
村
、
新
潟
県
と
島
根
県
の
一
村
は
い
ず
れ
も
島
嶼
の
村
で
あ
る

（
５
）

。

歴
史
か
ら
見
れ
ば
、
東
京
都
の
区
域
は
現
在
の
二
三
区
（
特
別
区
地
域
）
に
島
嶼
地
域
と
多
摩
地
域
を
編
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
東
京
都
内
の
自
治
制
度
は
、
特
別
区
地
域
と
多
摩
地
域
と
島
嶼
地
域
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
表
２
か
ら

わ
か
る
よ
う
に
、
特
別
区
地
域
は
東
京
都
の
二
八
・
五
％
の
面
積
に
六
八
・
三
％
の
人
口
が
住
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
多
摩
地
域
は
五
三
％

の
面
積
に
三
一
・
五
％
の
人
口
が
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
多
摩
地
域
の
一
七
市
で
構
成
さ
れ
る
北
多
摩
地
域
に
は
多
摩
地
域
の

二
二
・
六
％
の
面
積
に
五
六
・
八
％
の
人
々
が
住
ん
で
お
り
、
平
均
面
積
は
一
五
・
四
五
㎢
で
平
均
人
口
は
一
四
万
二
千
人
で
あ
る
。
五
市

で
構
成
さ
れ
る
南
多
摩
地
域
に
は
二
八
％
の
面
積
に
三
三
・
七
％
の
人
々
が
住
ん
で
お
り
、
平
均
面
積
は
六
四
・
一
九
㎢
で
平
均
人
口
は

二
八
万
人
で
あ
る
。
四
市
三
町
一
村
の
八
市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
西
多
摩
地
域
に
は
四
九
・
四
％
の
面
積
に
わ
ず
か
九
・
五
％
の
人
口
し
か

住
ん
で
お
ら
ず
、
平
均
面
積
は
七
一
・
五
九
㎢
で
平
均
人
口
は
約
五
万
人
で
あ
る
。
多
摩
地
域
は
三
地
域
に
分
け
て
見
た
場
合
に
は
大
き

な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
三
八
三
）
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二
四
二

表
2

多
摩
地
域
の
人
口
・
面
積
・
人
口
密
度

北
多

摩
17

市
人

　
口

面
　

積
人

口
密

度
立

川
市

178194
24.38

7309
武

蔵
野

市
140527

10.73
13097

三
鷹

市
180194

16.5
10921

府
中

市
253288

29.34
8633

昭
島

市
112905

17.33
6515

調
布

市
223691

21.53
10390

小
金

井
市

117001
11.33

10327
小

平
市

186339
20.46

9107
東

村
山

市
152088

17.17
8858

国
分

寺
市

118697
11.48

10339
国

立
市

74385
8.15

9127
狛

江
市

77923
6.39

12195
東

大
和

市
85297

13.54
6300

清
瀬

市
74216

10.19
7283

東
久

留
米

市
116417

12.92
9011

武
蔵

村
山

市
72169

15.37
4695

西
東

京
市

197546
15.85

12463
合

　
計

2360877
262.66

割
　

合
56.80%

22.60%
平

　
均

138875.12
15.45

9210

南
多

摩
5

市
人

　
口

面
　

積
人

口
密

度
八

王
子

市
563482

186.31
3024

町
田

市
426222

71.64
5949

日
野

市
179571

27.53
6523

多
摩

市
147681

21.08
7006

稲
城

市
86169

17.97
4795

合
　

計
1403125

324.53
割

　
合

33.70%
28.00%

平
　

均
280625

64.91
5459.4

東
京
都
の
人
口
と
面
積

人
　

口
面

　
積

人
口

密
度

多
摩

地
域

計
4158361

1159.9
3585

島
し

ょ
27338

405.78
67

特
別

区
9016342

622.99
14473

東
京

都
計

13202041
2188.67

6032

西
多

摩
4

市
・

3
町

・
1

村
人

　
口

面
　

積
人

口
密

度
青

梅
市

137833
103.26

1335
福

生
市

58821
10.24

5744
羽

村
市

56837
9.91

5735
あ

き
る

野
市

81912
73.34

1117
瑞

穂
町

33904
16.83

2014
日

の
出

町
16932

28.08
603

檜
原

村
2461

105.42
23

奥
多

摩
町

5659
225.63

25
合

　
計

394359
572.71

割
　

合
9.50%

49.40%
平

　
均

49294.88
71.59

2074.50

東
京
都
の
人
口
と
面
積
の
割
合

人
　

口
面

　
積

多
摩

地
域

31.50%
53%

島
嶼

地
域

0.20%
18.50%

特
別

区
地

域
68.30%

28.50%

註
：

 表
は

東
京

市
町

村
自

治
調

査
会

「
多

摩
地

域
デ

ー
タ

ブ
ッ

ク
」（

w
w

w
.tam

a-100.or.jp/cm
sfiles/contents/.../zentai.pdf）

4
頁

「
Ⅰ

−
1

人
口

、
世

帯
及

び
面

積
」

を
参

照
し

て
作

成
し

た
。

（
三
八
四
）



東
京
に
お
け
る
町
村
の
現
状
と
選
挙
お
よ
び
自
治
制
度
変
革
の
必
要
性
（
山
田
）

二
四
三

こ
う
し
た
地
域
的
特
徴
に
合
わ
せ
て
、
東
京
都
区
内
の
特
別
区
地
域
と
多
摩
地
域
と
島
嶼
地
域
で
は
異
な
っ
た
形
で
地
方
自
治
を
推
進

し
て
い
る
。
民
主
的
な
地
方
自
治
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
住
民
参
加
が
重
要
と
な
る
。
そ
う
し
た
中
で
は
東
京
都
民
の
選
挙
へ
の
関

心
の
低
下
（
投
票
率
の
低
下
）
を
問
題
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
区
市
町
村
長
選
挙
投
票
率
（
統
一
分
）
を
み
る
と
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）

年
の
八
〇
・
六
三
％
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
に
は
四
四
・
八
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
区
市
町
村
議

会
議
員
選
挙
投
票
率
（
統
一
分
）
を
み
る
と
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
の
七
七
・
二
二
％
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
、

二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
に
は
四
三
・
九
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
表
６
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
人
口
が
多
い
自
治
体
で
は
投
票
率
が
低

く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
町
村
部
で
は
投
票
率
は
高
い
も
の
の
、
無
投
票
と
な
っ
た
選
挙
の
存
在
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

小
規
模
自
治
体
に
対
し
て
は
、
自
治
制
度
の
改
革
も
含
め
た
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る

（
６
）

。

三
　
東
京
都
の
区
市
町
村
の
自
治
制
度
の
特
色

東
京
都
の
地
方
自
治
制
度
は
、
広
域
的
地
方
公
共
団
体
の
中
で
東
京
に
だ
け
都
制
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
結
果
、
地
域
も

特
別
区
地
域
、
多
摩
地
域
、
島
嶼
地
域
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
他
の
道
府
県
と
は
異
な
っ
た
東
京
独
自
の
特
徴
が
あ
る
。

表
２
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
東
京
都
の
人
口
と
面
積
を
対
比
す
る
と
、
特
別
区
地
域
は
東
京
都
の
面
積
の
二
八
・
五
％
で
あ
る
が
、
そ

こ
に
は
東
京
都
の
全
人
口
の
六
八
・
三
％
が
住
ん
で
お
り
、
単
純
に
言
え
ば
東
京
都
の
四
分
の
一
強
の
面
積
に
三
分
の
二
強
の
人
が
住
ん

で
い
る
。
多
摩
地
域
は
五
三
％
の
面
積
に
全
人
口
の
三
一
・
五
％
の
、
単
純
に
言
え
ば
半
分
強
の
面
積
に
三
割
強
の
人
が
住
ん
で
い
る
。

島
嶼
部
は
一
八
・
五
％
の
面
積
に
全
人
口
の
〇
・
二
％
し
か
住
ん
で
い
な
い
の
で
あ
り
、
二
割
弱
の
面
積
が
あ
る
も
の
の
ご
く
わ
ず
か
な
人

（
三
八
五
）
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二
四
四

し
か
住
ん
で
い
な
い
。
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
増
加
に
よ
り
、
特
別
区
地
域
の
人
口
の
増
加
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
町

村
部
で
は
一
部
の
例
外
を
除
き
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
化
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

多
摩
地
域
を
北
多
摩
、
南
多
摩
、
西
多
摩
の
三
地
域
に
細
分
化
し
た
場
合
、
一
七
市
で
構
成
さ
れ
て
い
る
北
多
摩
地
域
に
は
、
多
摩
地

域
の
二
二
・
六
％
の
面
積
に
人
口
の
五
六
・
八
％
の
、
単
純
に
言
え
ば
四
分
の
一
弱
の
面
積
に
半
分
強
の
人
が
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
北

多
摩
地
域
の
市
の
平
均
面
積
は
一
五
・
四
五
㎢
で
あ
り
、
平
均
人
口
は
一
三
万
九
千
人
で
あ
る
。
五
市
で
構
成
さ
れ
て
い
る
南
多
摩
地
域

に
は
、
多
摩
地
域
の
二
八
％
の
面
積
に
人
口
の
三
三
・
七
％
の
、
単
純
に
言
え
ば
四
分
の
一
強
の
面
積
に
三
分
の
一
の
人
が
住
ん
で
い
る

の
で
あ
る
。
北
多
摩
地
域
の
市
の
平
均
面
積
は
六
四
・
九
一
㎢
で
あ
り
、
平
均
人
口
は
二
八
万
人
で
あ
る
。
四
市
・
三
町
・
一
村
の
八
市

町
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
西
多
摩
地
域
に
は
、
多
摩
地
域
の
四
九
・
四
％
の
面
積
に
人
口
の
九
・
五
％
の
、
単
純
に
言
え
ば
半
分
強
の
面
積

に
四
分
の
一
弱
の
人
が
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
北
多
摩
地
域
の
市
の
平
均
面
積
は
七
一
・
五
九
㎢
で
あ
り
、
平
均
人
口
は
約

五
万
人
で
あ
る
。

こ
う
し
た
地
域
的
特
徴
を
背
景
に
、
東
京
都
の
各
地
域
は
、
広
域
連
合
や
一
部
事
務
組
合
等
の
特
別
地
方
公
共
団
体
制
度
等
を
活
用
し
、

多
様
な
広
域
行
政
を
実
施
し
て
い
る
。
表
３
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
都
区
内
の
区
市
町
村
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
関
し
て
は
、

他
の
道
府
県
と
同
様
に
、
東
京
都
内
の
全
区
市
町
村
が
加
盟
す
る
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
創
設
し
対
応
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
他
の
広
域
行
政
に
関
し
て
は
東
京
都
の
特
徴
が
明
確
に
表
れ
て
い
る
。
東
京
都
を
特
別
区
地
域
と
市
町
村
地
域
（
多
摩
地
域
と

島
嶼
地
域
）
に
大
別
し
た
場
合
、
一
般
行
政
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、
特
別
区
地
域
に
は
二
三
区
全
て
が
加
盟
し
て
い
る
「
特
別
区
人

事
・
厚
生
事
務
組
合
」
が
、
市
町
村
地
区
に
は
二
六
市
・
五
町
・
八
村
全
て
が
加
盟
し
て
い
る
複
合
一
部
事
務
組
合
で
あ
る
「
東
京
都
市

町
村
総
合
事
務
組
合
」
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
特
別
区
地
域
に
は
「
特
別
区
協
議
会
」
が
、
市
町
村
地
域
に
は
「（
公
財
）
東
京

（
三
八
六
）
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二
四
五

市
町
村
自
治
調
査
会
」
が
創
設
さ
れ
て
い
る

（
７
）

。

東
京
都
内
を
特
別
区
地
域
と
多
摩
地
域
と
島
嶼
地
域
に
区
分
し
た
場
合
、
市
町
村
地
域
が
多
摩
地
域
と
島
嶼
地
域
に
区
分
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
う
し
た
場
合
に
多
摩
地
域
は
他
の
道
府
県
の
市
町
村
と
同
様
、
地
理
的
に
関
連
し
た
区
域
を
中
心
に
複
数
の
事
務
組
合
等
を

創
設
し
、
広
域
化
に
適
し
た
行
政
を
共
同
処
理
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
州
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
て
い
る
島
嶼
部
に
お
い
て
は
、
島

嶼
部
全
体
で
の
広
域
行
政
の
推
進
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
が
「
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
」
で
あ
る
。
こ
の
組
合
の
事
務
は

⑴
島
嶼
会
館
の
設
置
、
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
こ
と

⑵
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
等
の
設
置
・
運
営

⑶
島
嶼
の
振
興
を
図
る
た
め
、
共
同
で
実
施
す
る
調
査
、
研
究
に
関
す
る
こ
と

⑷
救
急
搬
送
に
伴
う
添
乗
及
び
短
期
派
遣
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
傷
害
保
険
等
に
関
す
る
こ
と

⑸
島
嶼
の
産
業
振
興
の
た
め
、
共
同
で
実
施
す
る
広
報
に
関
す
る
こ
と

⑹
島
し
ょ
町
村
の
義
務
教
育
修
了
者
の
う
ち
、
島
外
進
学
者
に
対
す
る
学
生
会
館
等
、
必
要
な
入
寮
施
設
の
確
保
・
支
援
に
関
す
る
こ

と

と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
島
嶼
地
域
で
は
、「（
公
財
）
東
京
島
し
ょ
振
興
公
社
」
を
創
設
し
、「
東
京
愛
ラ
ン
ド
」
を
通
じ
た
観

光
推
進
を
中
心
と
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る

（
８
）

。

一
部
事
務
組
合
の
設
立
状
況
を
項
目
を
単
位
に
分
析
す
る
と
、
表
４
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
特
に
多
摩
地
域
の
西
多
摩
・
南
多
摩
・

北
多
摩
の
三
地
域
の
特
性
が
よ
り
鮮
明
と
な
る
。
最
初
に
清
掃
に
関
し
て
み
た
場
合
、
特
別
区
地
域
に
は
「
東
京
二
三
区
清
掃
一
部
事
務

組
合
」
と
「
東
京
二
三
区
清
掃
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
西
多
摩
地
域
で
は
、
青
梅
市
・
福
生
市
・
羽
生
市
・
瑞
穂
町
に
よ
っ
て

（
三
八
七
）
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二
四
六

東
京
都
の
地
方
公
共
団
体
等

地
方

公
共

団
体

特
別

地
方

公
共

団
体

（
特

別
区

・
広

域
連

合
・

一
部

事
務

組
合

・
財

産
区

）
広

域
行

政
機

構
都

：
区

市
町

村
東

京
都

後
期

高
齢

者
医

療
広

域
連

合

特
別

区
（

23
区

）

特
別

区
人

事
・

厚
生

事
務

組
合

特
別

区
協

議
会

東
京

二
十

三
区

清
掃

一
部

事
務

組
合

東
京

二
十

三
区

清
掃

協
議

会
特

別
区

競
馬

組
合

臨
海

部
広

域
斎

場
組

合
（

5
区

）

市
町

村
（

26
市

5
町

8
村

）

東
京

都
市

町
村

総
合

事
務

組
合

［
複

］（
26

市
・

5
町

・
8

村
）

（
公

財
）

東
京

市
町

村
自

治
調

査
会

東
京

都
市

町
村

議
会

議
員

公
務

災
害

補
償

等
組

合
（

10
市

・
8

町
・

5
村

・
16

一
部

事
務

組
合

）
東

京
都

市
町

村
退

職
手

当
組

合
（

10
市

・
8

町
・

5
村

・
14

一
部

事
務

組
合

）

多
摩

地
域

（
26

市
3

町
1

村
）

東
京

た
ま

広
域

資
源

循
環

組
合

多
摩

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

環
境

組
合

　
ふ

じ
み

衛
生

組
合

　
西

多
摩

衛
生

組
合

浅
川

清
流

環
境

組
合

　
多

摩
川

衛
生

組
合

　
小

平
・

村
山

・
大

和
衛

生
組

合
柳

泉
園

組
合

　
西

秋
川

衛
生

組
合

　
湖

南
衛

生
組

合
南

多
摩

斎
場

組
合

　
瑞

穂
斎

場
組

合
　

立
川

・
昭

島
・

国
立

聖
苑

組
合

秋
川

流
域

斎
場

組
合

　
稲

城
・

府
中

墓
苑

組
合

羽
村

・
瑞

穂
地

区
学

校
給

食
組

合
　

青
梅

・
羽

村
地

区
工

業
用

水
水

道
事

業
団

東
京

都
十

一
市

競
輪

事
業

組
合

　
東

京
都

三
市

収
益

事
業

組
合

東
京

都
六

市
競

艇
事

業
組

合
　

東
京

都
四

市
競

艇
事

業
組

合
福

生
病

院
組

合
　

昭
和

病
院

企
業

団
　

阿
伎

留
病

院
企

業
団

西
多

摩
ネ

ット
ワ

ー
ク（

西
多

摩
地

区
広

域
行

政
圏

協
議

会
）

多
摩

六
都

科
学

館
組

合
多

摩
北

部
都

市
広

域
行

政
圏

協
議

会
財

産
区

：
あ

き
る

野
市

（
戸

倉
財

産
区

）
　

　
　

　
瑞

穂
町

（
殿

ヶ
谷

財
産

区
・

箱
根

ヶ
崎

財
産

区
・

石
畑

財
産

区
・

長
岡

財
産

区
）

島
嶼

地
域

（
2

町
7

村
）

東
京

都
島

嶼
町

村
一

部
事

務
組

合
東

京
愛

ラ
ン

ド
：（

公
財

）東
京

都
島

し
ょ

振
興

公
社

財
産

区
：

大
島

町
（

泉
津

財
産

区
・

野
増

財
産

区
・

差
木

地
財

産
区

）

註
：

 表
は

東
京

都
「

リ
ン

ク
集

／
都

内
区

市
町

村
」（

w
w

w
.m

etro.tokyo.jp/link/link04.htm
l）、「

都
内

区
市

町
村

マ
ッ

プ
｜

東
京

都
」（

w
w

w
.m

etro.tokyo.jp/
tosei/tokyoto/profile/.../kushichoson.htm

l）
を

中
心

に
、

一
部

事
務

組
合

等
コ

ー
ド

表
（

平
成

31
年

1
月

21
日

現
在

）（
w

w
w

.soum
u.go.jp/m

ain_
content/000606227.pdf）、「

財
産

区
　平

成
30

年
10

月
31

日
現

在
−

法
人

番
号

（
w

w
w

.houjin-bangou.nta.go.jp/.../property_w
ard.pdf）

お
よ

び
区

市
町

村
な

ら
び

に
各

特
別

地
方

公
共

団
体

や
広

域
行

政
機

構
等

の
H

P
を

参
照

し
作

成
し

た
。

表
3

（
三
八
八
）



東
京
に
お
け
る
町
村
の
現
状
と
選
挙
お
よ
び
自
治
制
度
変
革
の
必
要
性
（
山
田
）

二
四
七

「
西
多
摩
衛
生
組
合
」
が
、
あ
き
る
野
市
・
日
の
出
町
・
檜
原
村
・
奥
多
摩
町
に
よ
っ
て
「
西
秋
川
衛
生
組
合
」
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。

南
多
摩
地
域
で
は
八
王
子
市
・
町
田
市
・
多
摩
市
で
「
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
環
境
組
合
」
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。
北
多
摩
地
域
で
は
三
鷹

市
と
調
布
市
で
「
ふ
じ
み
衛
生
組
合
」
が
、
小
平
市
・
東
大
和
市
・
武
蔵
村
山
市
で
「
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合
」
が
、
東
久
留
米

市
・
清
瀬
市
・
西
東
京
市
で
「
柳
泉
園
組
合
」
が
、
南
多
摩
地
区
と
北
多
摩
地
区
の
市
の
間
で
、
日
野
市
（
南
）・
国
分
寺
市
（
北
）・
小

金
井
市
（
北
）
で
「
浅
川
清
流
環
境
組
合
」
が
、
府
中
市
（
北
）・
国
立
市
（
北
）・
狛
江
市
（
北
）・
稲
城
市
（
南
）
で
「
多
摩
川
衛
生
組

合
」
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。
北
多
摩
地
区
の
立
川
市
、
武
蔵
野
市
、
昭
島
市
、
東
村
山
市
は
、
清
掃
等
に
係
る
一
部
事
務
組
合
に
は
参
加

し
て
い
な
い
。

斎
場
・
墓
苑
等
に
関
し
て
は
、
特
別
区
地
域
の
港
区
・
品
川
区
・
目
黒
区
・
大
田
区
・
世
田
谷
区
が
「
臨
海
部
広
域
斎
場
組
合
」
を
創

設
し
て
い
る
。
西
多
摩
地
域
で
は
あ
き
る
野
市
・
日
の
出
町
・
檜
原
村
・
奥
多
摩
町
が
「
秋
川
流
域
斎
場
組
合
」
を
、
福
生
市
・
羽
生

市
・
瑞
穂
町
が
武
蔵
野
市
（
北
）・
入
間
市
（
埼
玉
県
）
と
「
瑞
穂
斎
場
組
合
」
を
創
設
し
て
い
る
。
南
多
摩
地
区
で
は
日
野
市
を
除
く
八

王
子
市
・
町
田
市
・
多
摩
市
・
稲
城
市
で
「
南
多
摩
斎
場
組
合
」
を
、
北
多
摩
地
域
で
は
立
川
市
・
昭
島
市
・
国
立
市
で
「
立
川
・
昭

島
・
国
立
聖
苑
組
合
」
を
、
府
中
市
は
稲
城
市
（
西
）
と
「
稲
城
・
府
中
墓
苑
組
合
」、
を
創
設
し
て
い
る
。

し
尿
処
理
に
関
し
て
は
、
北
多
摩
地
域
の
小
金
井
市
・
東
大
和
市
・
小
平
市
・
東
久
留
米
市
・
武
蔵
村
山
市
・
武
蔵
野
市
が
「
湖
南
衛

生
組
合
」
を
創
設
し
て
い
る
。
病
院
に
関
し
て
は
、
西
多
摩
地
域
の
福
生
市
・
羽
生
市
・
瑞
穂
町
が
「
福
生
病
院
組
合
」
を
、
あ
き
る
野

市
・
日
の
出
町
・
檜
原
村
で
「
阿
伎
留
病
院
企
業
団
」
を
、
北
多
摩
地
域
で
は
小
金
井
市
・
東
大
和
市
・
小
平
市
・
東
久
留
米
市
・
清
瀬

市
・
西
東
京
市
・
東
村
山
市
で
「
昭
和
病
院
企
業
団
」
を
創
設
し
て
い
る
。
加
え
て
西
多
摩
地
域
で
は
、
青
梅
市
と
羽
村
市
で
「
青
梅
、

羽
村
地
区
工
業
用
水
事
業
団
」
を
、
羽
村
市
と
瑞
穂
町
で
「
羽
村－

瑞
穂
地
区
学
校
給
食
組
合
」
を
創
設
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
平
市
・

（
三
八
九
）
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東
久
留
米
市
・
清
瀬
市
・
西
東
京
市
・
東
村
山
市
に
は
「
多
摩
六
都
科
学
館
組
合
」（「
多
摩
北
部
都
市
広
域
行
政
圏
協
議
会
」）
が
あ
る
。

収
益
事
業
の
競
馬
に
関
し
て
は
、
特
別
区
地
域
の
二
三
区
が
「
特
別
区
競
馬
事
務
組
合
」
を
創
設
し
て
い
る
。
競
輪
に
関
し
て
は
八
王

子
市
（
南
）・
町
田
市
（
南
）・
調
布
市
（
北
）・
武
蔵
野
市
（
北
）・
昭
島
市
・（
北
）
小
金
井
市
（
北
）・
日
野
市
（
南
）、
東
村
山
市
（
北
）・

国
分
寺
市
（
北
）・
小
平
市
（
北
）、
青
梅
市
（
西
）
で
「
東
京
都
十
一
市
競
輪
事
業
組
合
」
を
、
南
多
摩
地
区
の
多
摩
市
・
稲
城
市
と
北

多
摩
地
区
の
あ
き
る
野
市
で
「
東
京
都
三
市
収
益
事
業
組
合
」
を
創
設
し
て
い
る
。
競
艇
に
関
し
て
は
八
王
子
市
（
南
）・
町
田
市

（
南
）・
調
布
市
（
北
）・
武
蔵
野
市
（
北
）・
昭
島
市
・（
北
）
小
金
井
市
（
北
）
で
「
東
京
都
六
市
競
艇
事
業
組
合
」
を
、
日
野
市
（
南
）、

東
村
山
市
（
北
）・
国
分
寺
市
（
北
）・
小
平
市
（
北
）
で
「
東
京
都
四
市
競
艇
事
業
組
合
」
を
創
設
し
て
い
る

（
９
）

。

市
町
村
地
域
の
一
部
の
市
町
村
と
、
島
嶼
地
域
の
市
町
村
で
は
、
表
５
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
二
つ
の
一
部
事
務
組
合
が
創
設
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
第
一
の
も
の
が
、
福
生
市
（
西
）・
狛
江
市
（
北
）・
東
大
和
市
（
北
）・
清
瀬
市
（
北
）・
東
久
留
米
市
（
北
）・
武
蔵
村
山
市

（
北
）・
多
摩
市
（
南
）・
稲
城
市
（
南
）・
羽
生
市
（
西
）・
あ
き
る
野
市
（
西
）・
瑞
穂
町
（
西
）・
日
の
出
町
（
西
）・
檜
原
村
（
西
）・
奥
多

摩
町
（
西
）
と
島
嶼
地
域
の
大
島
町
・
利
島
村
・
新
島
村
・
神
津
島
村
・
三
宅
村
・
御
蔵
島
村
・
八
丈
町
・
青
ヶ
島
村
・
小
笠
原
村
の

一
〇
市
・
五
町
・
八
村
の
二
三
市
町
村
と
、
阿
伎
留
病
院
企
業
団
・
多
摩
川
衛
生
組
合
・
瑞
穂
斎
場
組
合
・
西
多
摩
衛
生
組
合
・
青
梅
、

羽
村
地
区
工
業
用
水
事
業
団
・
羽
村－

瑞
穂
地
区
学
校
給
食
組
合
・
東
京
都
三
市
収
益
事
業
組
合
・
西
秋
川
衛
生
組
合
・
多
摩
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
環
境
組
合
・
福
生
病
院
組
合
・
多
摩
六
都
科
学
館
組
合
・
柳
泉
園
組
合
・
湖
南
衛
生
組
合
・
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合
・
秋
川

流
域
斎
場
組
合
・
稲
城
・
府
中
墓
苑
組
合
の
一
六
の
一
部
事
務
組
合
で
創
設
さ
れ
た
「
東
京
都
市
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組

合
」
で
あ
る
。
も
う
一
つ
が
同
じ
一
〇
市
・
五
町
・
八
村
と
阿
伎
留
病
院
企
業
団
・
多
摩
川
衛
生
組
合
・
瑞
穂
斎
場
組
合
・
西
多
摩
衛
生

組
合
・
青
梅
、
羽
村
地
区
工
業
用
水
事
業
団
・
羽
村－

瑞
穂
地
区
学
校
給
食
組
合
・
東
京
都
三
市
収
益
事
業
組
合
・
西
秋
川
衛
生
組
合
・

（
三
九
〇
）
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表 4 東京都に存在する広域連合・一部事務組合・財産区およびその他の団体や区域等①
一般行政関係 水道・環境・衛生・ごみ・し尿処理・斎場・墓苑等 収益事業・病院等

特
別
区
地
域

千代田区

東
京
都
後
期
後
齢
者
医
療
広
域
連
合

（特別区協
議会）

特別区人
事・厚生
事務組合

千代田区

東京二十三区清掃一
部事務組合

（東京二十三区清掃協
議会）

港区
臨海部広
域斎場組

合

千代田区

特別区競馬事務組合

中央区 中央区 品川区 中央区
港区 港区 目黒区 港区

新宿区 新宿区 大田区 新宿区
文京区 文京区 世田谷区 文京区
台東区 台東区 台東区
墨田区 墨田区 墨田区
江東区 江東区 江東区
品川区 品川区 品川区
目黒区 目黒区 目黒区
大田区 大田区 大田区

世田谷区 世田谷区 世田谷区
渋谷区 渋谷区 渋谷区
中野区 中野区 中野区
杉並区 杉並区 杉並区
豊島区 豊島区 豊島区
北区 北区 北区

荒川区 荒川区 荒川区
板橋区 板橋区 板橋区
練馬区 練馬区 練馬区
足立区 足立区 足立区
葛飾区 葛飾区 葛飾区

江戸川区 江戸川区 江戸川区

多
摩
地
域

八王子市

東京市町
村総合事
務組合

（公益財団
法人東京
市町村自
治調査会）

八王子市 多摩ニュー
タウン環境

組合

東京たま
広域資源
循環組合

八王子市
南多摩斎
場組合

八王子市

東京都十
一市競輪
事業組合

東京都六
市競艇事
業組合

立川市 町田市 町田市 町田市
武蔵野市 多摩市 多摩市 調布市
三鷹市 三鷹市 ふじみ衛

生組合
稲城市 武蔵野市

青梅市 調布市 昭島市
府中市 青梅市

西多摩衛
生組合

青梅市 青梅、羽村
地区工業用
水道事業団

小金井市
昭島市 福生市 羽村市 東村山市

東京都四
市競艇事
業組合

調布市 羽村市 羽村市 羽村−瑞穂
地区学校給

食組合

日野市
町田市 瑞穂町 瑞穂町 国分寺市

小金井市 日野市
浅川清流
環境組合

府中市 稲城−府中
墓苑組合

小平市
小平市 国分寺市 稲城市 青梅市
日野市 小金井市 小金井市

湖南衛生
組合

多摩市 東京都三
市収益事
業組合

東村山市 府中市
多摩川衛
生組合

小平市 稲城市
国分寺市 国立市 東大和市 あきる野市
国立市 狛江市 武蔵村山市
福生市 稲城市 武蔵野市 福生市

福生病院
組合狛江市 小平市 小平・村

山・大和
衛生組合

羽村市
東大和市 東大和市 福生市

瑞穂斎場
組合

瑞穂町
清瀬市 武蔵村山市 羽村市

東久留米市 東久留米市
柳泉園組

合

瑞穂町 小金井市

昭和病院
企業団

武蔵村山市 清瀬市 武蔵野市 東大和市
多摩市 西東京市 （入間市） 小平市 多摩六都科

学館組合
（多摩北部都

市広域行政
圏協議会）

稲城市 立川市 立川市 立川−昭
島−国立
聖苑組合

東久留米市
羽村市 武蔵野市 昭島市 清瀬市

あきる野市 昭島市 国立市 西東京市
西東京市 東村山市 東村山市
瑞穂町 あきる野市

西秋川衛
生組合

あきる野市
秋川流域
斎場組合

あきる野市
阿伎留病
院企業団日の出町 日の出町 日の出町 日の出町

檜原村 檜原村 檜原村 檜原村
奥多摩町 奥多摩町 奥多摩町

島
嶼
地
域

大島町 大島町

東京都島嶼町村一部事務組合

青梅市

西多摩ネット
ワーク

（西多摩地区
広域行政圏

協議会）

利島村 利島村 福生市
新島村 新島村 羽村市

神津島村 神津島村 あきる野市
三宅村 三宅村 瑞穂町

御蔵島村 御蔵島村 日の出町
八丈町 八丈町 檜原村

青ヶ島村 青ヶ島村 奥多摩町
小笠原村 小笠原村

註： 表は東京都「リンク集／都内区市町村」（www.metro.tokyo.jp/link/link04.html）、東京都総務局行政部「行政部−区市町
村行財政−」（www.soumu.metro.tokyo.jp）、行政部−区市町村行財政−東京都総務局行政部のページ（www.soumu.
metro.tokyo.jp/05gyousei/index.html）、東京　東京都の区市町村や関連する一部事務組合の HP の資料等を整理して作
成した。

（
三
九
一
）
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表 5 東京都に存在する広域連合・一部事務組合・財産区およびその他の団体や区域等②
市町村関係一部事務組合

福生市

東京都市
町村議会
議員公務
災害補償
等組合

（10 市、5
町、8 村、
16 一部事
務組合）

狛江市
東大和市
清瀬市

東久留米市
武蔵村山市

多摩市
稲城市
羽村市

あきる野市
瑞穂町

日の出町
檜原村

奥多摩町
大島町
利島村
新島村

神津島村
三宅村

御蔵島村
八丈町

青ヶ島村
小笠原村

阿伎留病院企
業団

多摩川衛生組合
瑞穂斎場組合
西多摩衛生組合
青梅・羽村地区
工業用水水道

事業団
羽村・瑞穂地区
学校給食組合
東京都三市収
益事業組合

西秋川衛生組合
多摩ニュータ
ウン環境組合
福生病院組合
多摩六都科学

館組合
柳泉園組合
湖南衛生組合
小平・村山・
大和衛生組合
秋川流域斎場
組合

稲城・府中墓苑
組合

福生市

東京都市
町村職員
退職手当
組合（10
市、5 町、
8 村、14

一部事務
組合）

狛江市
東大和市
清瀬市

東久留米市
武蔵村山市

多摩市
稲城市
羽村市

あきる野市
瑞穂町

日の出町
檜原村

奥多摩町
大島町
利島村
新島村

神津島村
三宅村

御蔵島村
八丈町

青ヶ島村
小笠原村

阿伎留病院企
業団

多摩川衛生組合
瑞穂斎場組合
西多摩衛生組合
青梅・羽村地区
工業用水水道

事業団
羽村・瑞穂地区
学校給食組合
東京都三市収

益事業団
西秋川衛生組合
多摩ニュータ
ウン環境組合
福生病院組合
多摩六都科学

館組合
東京都島嶼町村
一部事務組合
東京都市町村職
員退職手当組合
東京市町村総
合事務組合

財産区
あきる野市 戸倉財産区

瑞穂町

殿ヶ谷財産区
箱根ヶ崎財産区

石畑財産区
長岡財産区

大島町
泉津財産区
野増財産区

差木地財産区

小笠原諸島
小笠原村 : 返還 50 周年（H30）
世界自然遺産登録：H23 年 6 月
小笠原諸島振興開発特別措置法
振興開発計画（H26-30：5 年間）

（30 余の島々）

振興山村
檜原村

奥多摩町
（1 町 1 村）

過疎地域
檜原村

奥多摩町
大島町
新島村
三宅村

青ヶ島村
（2 町 4 村）

離島振興地域
大島町
利島村
新島村

神津島村
三宅村

御蔵島村
八丈町

青ヶ島村
（8 町村 9 島）

東京愛ランド
大島町
利島村
新島村

神津島村
三宅村

御蔵島村
八丈町

青ヶ島村
小笠原村

（9 町村）

［（公財）東京
都島しょ振興

公社］

註： 表は東京都「リンク集／都内区市町村」（www.metro.tokyo.jp/link/link04.html）、東京都総務局行政部
「行政部−区市町村行財政−」（www.soumu.metro.tokyo.jp/05gyousei/index.html）、東京都の区市町村
や関連する一部事務組合の HP 等の資料を整理して作成した。

（
三
九
二
）



東
京
に
お
け
る
町
村
の
現
状
と
選
挙
お
よ
び
自
治
制
度
変
革
の
必
要
性
（
山
田
）

二
五
一

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
環
境
組
合
・
福
生
病
院
組
合
・
多
摩
六
都
科
学
館
組
合
と
東
京
都
島
嶼
市
町
村
一
部
事
務
組
合
、
東
京
都
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
、
東
京
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
一
四
の
一
部
事
務
組
合
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
「
東
京
都
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
」
で
あ
る

（
10
）

。

北
多
摩
地
域
で
は
、
環
境
・
衛
生
・
ご
み
処
理
・
し
尿
処
理
・
斎
場
・
墓
苑
等
多
く
の
事
業
を
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
、
様
々
な
組

み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
一
部
事
務
組
合
を
創
設
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。
本
来
、
北
多
摩
地
域
は
人
口
二
五
万
人
か
ら
七
万
人
ま
で
の

中
規
模
な
市
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
が
自
立
可
能
な
行
財
政
能
力
を
備
え
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

「
多
摩
六
都
科
学
館
組
合
」
の
母
体
と
な
っ
て
い
る
「
多
摩
北
部
都
市
広
域
行
政
圏
協
議
会
」
は
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
に
、
大
都

市
周
辺
地
域
広
域
行
政
圏
の
一
つ
と
し
て
設
定
さ
れ
た
「
多
摩
北
部
都
市
」
を
対
象
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
対
象
と
な
っ
た

市
は
小
平
市
・
東
久
留
米
市
・
清
瀬
市
・
田
無
市
・
保
谷
市
・
東
村
山
市
の
六
市
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
多
摩
六
都
」
さ
れ
た
が
、

二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
に
田
無
市
と
保
谷
市
が
合
併
し
て
西
東
京
市
と
な
っ
た
こ
と
で
現
在
は
五
市
構
成
と
な
っ
た
が
、
一
部
事
務

組
合
の
名
称
に
は
「
六
都
」
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
地
域
の
結
び
つ
き
の
強
さ
が
読
み
取
れ
る
。

南
多
摩
地
域
で
は
八
王
子
市
・
町
田
市
・
多
摩
市
で
「
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
環
境
組
合
」
が
、
ま
た
八
王
子
市
・
町
田
市
・
多
摩
市
・

稲
城
市
で
「
南
多
摩
斎
場
組
合
」
創
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
一
体
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
八
王

子
市
・
町
田
市
・
日
野
市
は
「
東
京
都
十
一
市
競
輪
事
業
組
合
」
に
加
盟
し
、
多
摩
市
と
稲
城
市
は
あ
き
る
野
市
と
「
東
京
都
三
市
収
益

事
業
組
合
」
を
創
設
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
五
市
の
人
口
を
比
較
し
て
も
十
分
に
自
立
し
て
活
動
で
き
る
市
の
集
合
体
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

西
多
摩
地
域
は
、
青
梅
市
・
福
生
市
・
羽
生
市
・
瑞
穂
町
（
青
梅
地
域
）
で
「
西
多
摩
衛
生
組
合
」
が
、
青
梅
市
を
除
く
二
市
・
一
町

（
三
九
三
）
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二
五
二

で
は
「
福
生
病
院
組
合
」
や
「
瑞
穂
斎
場
組
合
」（
武
蔵
野
市
と
入
間
市
を
含
む
）
が
、
青
梅
市
と
羽
村
市
で
「
青
梅
、
羽
村
地
区
工
業
用

水
事
業
団
」
が
、
羽
村
市
と
瑞
穂
町
で
「
羽
村－

瑞
穂
地
区
学
校
給
食
組
合
」
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。
他
方
あ
き
る
野
市
・
日
の
出
町
・

檜
原
村
・
奥
多
摩
町
（
あ
き
る
野
地
域
）
で
「
西
秋
川
衛
生
組
合
」
や
「
秋
川
流
域
斎
場
組
合
」
が
、
奥
多
摩
町
を
除
く
一
市
・
一
町
・

一
村
で
「
阿
伎
留
病
院
企
業
団
」
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
西
多
摩
地
域
は
、
青
梅
地
域
と
あ
き
る
野
地
域
に
区
分
し
て
考

え
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
西
多
摩
地
域
の
面
積
は
多
摩
地
域
の
半
分
強
で
あ
り
、
こ
こ
を
青
梅
地
域
と
あ
き
る
野
地
域
に
二
分

し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
多
摩
地
区
の
ほ
ぼ
二
五
％
と
な
っ
て
い
る
北
多
摩
地
域
や
南
多
摩
地
域
と
類
似
し
た
面
積
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
数

字
的
に
は
受
け
入
れ
可
能
と
い
え
る
。

し
か
し
表
２
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
青
梅
地
域
の
人
口
は
二
八
万
七
三
九
五
人
で
西
多
摩
地
域
人
口
の
約
七
三
％
と
な
っ
て
お
り
、

都
心
部
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
い
え
る
状
況
を
見
せ
て
い
る
。
他
方
あ
き
る
野
地
域
は
表
４
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
あ
き
る
野
市
が
人

口
の
八
割
を
占
め
て
い
る
反
面
、
檜
原
村
と
奥
多
摩
町
は
過
疎
地
域
で
あ
り
山
村
振
興
地
域
で
あ
っ
て
少
子
高
齢
化
の
著
し
い
地
域
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
逆
に
西
多
摩
地
域
の
一
体
化
を
促
進
す
る
形
の
計
画
も
存
在
す
る
。
そ
れ
が
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
に
、
青
梅
市
・

福
生
市
・
秋
川
市
・
羽
村
市
・
瑞
穂
町
・
日
の
出
町
・
五
日
市
町
・
檜
原
村
・
奥
多
摩
町
の
四
市
・
四
町
・
一
村
の
九
市
町
村
を
エ
リ
ア

と
し
て
設
定
さ
れ
た
設
定
さ
れ
た
西
多
摩
地
域
大
都
市
周
辺
広
域
行
政
圏
で
あ
り
、
こ
の
地
域
を
対
象
と
し
て
創
設
さ
れ
た
「
西
多
摩
地

区
広
域
行
政
圏
協
議
会
」
で
あ
る
。

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
に
秋
川
市
と
五
日
市
町
が
合
併
し
て
あ
き
る
野
市
と
な
っ
た
こ
と
で
、
西
多
摩
地
域
大
都
市
周
辺
広
域
行
政

圏
は
四
市
・
三
町
・
一
村
の
八
市
町
村
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
「
西
多
摩
地
区
広
域
行
政
圏
協
議
会
」
は
自
ら
を
、「
西
多
摩
地
域

８
市
町
村
（
青
梅
市
、
福
生
市
、
羽
村
市
、
あ
き
る
野
市
、
瑞
穂
町
、
日
の
出
町
、
檜
原
村
、
奥
多
摩
町
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
西
多
摩
地
域
の

（
三
九
四
）



東
京
に
お
け
る
町
村
の
現
状
と
選
挙
お
よ
び
自
治
制
度
変
革
の
必
要
性
（
山
田
）

二
五
三

一
体
的
な
整
備
と
住
民
の
福
祉
増
進
を
図
る
た
め
、
各
種
事
業
を
実
施
し
て

（
11
）

」
い
る
も
の
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
八
市
町
村
の
つ

な
が
り
は
「
西
多
摩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
み
た
場
合
、
西
多
摩
地
域
は
一
体
化
し
た
地
域
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
地
域
で
あ
り
、
今
後
も
一
体
化
し
た
広
域
行
政
組
織
を
確
立
し
て
活
動
す
る
こ
と
も
考
え
る
べ
き

地
域
と
い
え
る
。

一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
の
新
全
国
総
合
開
発
計
画
に
合
わ
せ
て
広
域
市
町
村
圏
が
設
定
さ
れ
、
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
）
年
に
大

都
市
周
辺
地
域
広
域
行
政
圏
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
に
は
地
域
経
済
活
性
化
対
策
推
進
地
域

が
、
一
八
九
四
（
平
成
六
）
年
に
は
地
域
経
済
基
盤
強
化
対
策
推
進
地
域
が
設
定
さ
れ
た
。
大
都
市
周
辺
地
域
広
域
行
政
圏
が
二
か
所
し

か
設
定
さ
れ
な
か
っ
た
東
京
都
で
は
、
大
都
市
圏
の
中
心
で
あ
る
東
京
都
に
お
い
て
も
、
広
域
市
町
村
圏
が
設
定
さ
れ
る
べ
き
状
況
に

あ
っ
た
と
い
え
る
伊
豆
諸
島
と
小
笠
原
が
、
地
域
経
済
活
性
化
対
策
推
進
地
域
と
地
域
経
済
基
盤
強
化
対
策
推
進
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
東
京
都
の
西
多
摩
地
域
や
島
嶼
地
域
が
一
体
化
し
た
対
応
を
必
要
と
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
こ
と
を
政
策
に

よ
っ
て
示
し
た
も
の
と
も
い
え
る

（
12
）

。

四
　
東
京
都
の
町
村
と
全
国
の
小
規
模
自
治
体
（
村
）
の
選
挙
の
実
態

日
本
の
区
市
町
村
の
中
で
、
特
別
区
は
市
町
村
と
完
全
に
類
似
し
た
基
礎
的
地
方
公
共
団
体
で
は
な
い
が
、
地
方
自
治
法
の
改
正
と
都

か
ら
の
権
限
移
譲
等
に
よ
っ
て
基
礎
的
な
地
方
公
共
団
体
と
な
っ
た
。
日
本
の
区
市
町
村
は
、
三
七
四
万
一
三
一
七
人
の
横
浜
市
か
ら
人

口
一
七
七
人
の
青
ヶ
島
村
ま
で
が
、
全
て
が
ほ
ぼ
類
似
し
た
自
治
権
を
有
す
る
完
全
自
治
体
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
人
口
一
万
人
以
下

（
三
九
五
）
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二
五
四

の
市
町
村
が
完
全
自
治
体
た
り
う
る
か
に
つ
い
て
は
地
方
制
度
調
査
会
で
も
議
論
と
な
っ
て
い
る

（
13
）

。
東
京
都
の
人
口
一
万
人
未
満
の
町
村

は
西
多
摩
地
区
の
三
町
・
一
村
と
島
嶼
地
域
の
二
町
・
七
村
の
合
計
五
町
・
八
村
の
一
三
町
村
で
あ
る
。
表
６
に
あ
る
よ
う
に
、
過
去

一
五
年
の
選
挙
を
見
る
と
、
人
口
三
万
三
〇
六
四
人
の
瑞
穂
町
と
人
口
七
五
五
二
人
の
大
島
町
で
は
無
投
票
の
選
挙
は
な
い
が
、
他
の
三

町
・
七
村
で
は
無
投
票
選
挙
を
経
験
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

人
口
一
万
七
三
二
一
人
の
日
の
出
町
で
は
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
の
首
長
選
挙
が
無
投
票
で
あ
っ
た
。
人
口
七
二
九
二
人
の
八
丈

町
で
は
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
の
首
長
選
挙
と
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
の
議
員
選
挙
の
二
回
の
選
挙
が
無
投
票
で
あ
っ
た
。
人

口
五
〇
三
七
人
の
奥
多
摩
町
で
は
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
の
首
長
選
挙
と
議
員
の
補
欠
選
挙
で
の
二
つ
の
選
挙
が
無
投
票
で
あ
っ
た
。

人
口
三
〇
七
三
人
の
小
笠
原
村
で
は
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
の
首
長
選
挙
が
無
投
票
で
あ
っ
た
。
人
口
二
六
二
三
人
の
新
島
村
で
は

二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
と
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
の
議
員
補
欠
選
挙
と
、
二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年
二
月
の
議
員
選
挙
の
三
回
の

選
挙
が
無
投
票
で
あ
っ
た
。
人
口
二
三
七
二
人
の
三
宅
村
で
は
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
首
長
選
挙
が
無
投
票
で
あ
っ
た
。
人
口

二
〇
九
二
人
の
檜
原
村
で
は
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
と
二
〇
一
一
年
の
二
回
の
首
長
選
挙
が
無
投
票
で
あ
っ
た
。

人
口
二
千
人
未
満
の
村
を
見
る
と
、
人
口
一
八
四
一
人
の
神
津
島
村
で
は
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
と
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
の

首
長
選
挙
と
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
と
二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
の
議
員
の
補
欠
選
挙
と
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
の
議
員
選
挙

の
五
回
の
選
挙
が
無
投
票
で
あ
っ
た
。
人
口
一
千
人
未
満
の
村
を
見
る
と
、
人
口
三
四
六
人
の
利
島
村
で
は
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年

と
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
と
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
の
三
回
の
首
長
選
挙
が
無
投
票
で
あ
っ
た
。
人
口
三
四
四
人
の
御
蔵
島
村
で

は
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
の
首
長
選
挙
と
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
の
首
長
選
挙
と
議
員
選
挙
の
三
回
の
選
挙
が
無
投
票
で
あ
っ
た
。

人
口
一
七
七
人
の
青
ヶ
島
村
で
は
二
〇
〇
五
年
の
首
長
選
挙
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
の
首
長
選
挙
と
議
員
選
挙
、
二
〇
一
七
（
平
成

（
三
九
六
）



東
京
に
お
け
る
町
村
の
現
状
と
選
挙
お
よ
び
自
治
制
度
変
革
の
必
要
性
（
山
田
）

二
五
五

多
摩

地
域

島
嶼

地
域

瑞
穂

町
日

の
出

町
奥

多
摩

町
檜

原
村

大
島

町
八

丈
町

小
笠

原
村

新
島

村
三

宅
村

神
津

島
村

利
島

村
御

蔵
島

村
青

ヶ
島

村
選

挙
期

日
人

　
口

33,064
17,321

5,037
2,092

7,552
7,292

3,073
2,623

2,372
1,841

346
344

177
2019

首
長

選
挙

1
月

無
投

票
（

H
31）

議
員

選
挙

10月
14/14無

投
票

2月
10/10無

投
票

2018
首

長
選

挙
3

月
無

投
票

9
月

2
人

79.95
（

H
30）

議
員

選
挙

補
選

1/2率
不

明
2017

首
長

選
挙

4
月

3
人

88.51
11月

3人
：

94.05
9

月
無

投
票

（
H

29）
議

員
選

挙
補

選
2/4 80.55

9
月

6/6
無

投
票

2016
首

長
選

挙
5

月
：

無
投

票
2

月
無

投
票

（
H

28）
議

員
選

挙
補

選
2/2無

投
票

2月
8/10 76.85

補選
7月

2/2無投票
10月

6/7 94.49
2015

首
長

選
挙

2
人

81.31
2

人
：

81.43
9

月
無

投
票

7
月

2
人

68.61
10

月
2

人
84.35

無
投

票
（

H
27）

議
員

選
挙

16/20 50.35
8月

14/15 61.54
11月

：
12/13 74.93

9/11 81.31
14/18 81.43

8/9 76.92
2月

10/13 81.3
8/7無

投
票

・
欠

員
1

6/6
無

投
票

2014
首

長
選

挙
3

月
2

人
60.96

9
月

2
人

84.75
（

H
26）

議
員

選
挙

10月
14/17 78.67

8月
補

選
1人

無
投

票
2013

首
長

選
挙

4
月

2
人

40.73
12月

2人
80.54

無
投

票
9

月
2

人
76.09

（
H

25）
議

員
選

挙
9

月
6/7 76.09

2012
首

長
選

挙
5

月
2

人
70.83

2
月

3
人

81.68
無

投
票

（
H

24）
議

員
選

挙
2

月
8/9 81.68

10月
6/7 93.75

2011
首

長
選

挙
無

投
票

7
人

：
82.75

9
月

2
人

77.06
7

月
無

投
票

無
投

票
（

H
23）

議
員

選
挙

16/17 44.64
8月

14/18 66.07
11月

12/15 77.8
9/14 81.99

14/15 82.73
8/9 78.63

2月
10/13 85.38

8/11 68.99
6/9 92.31

2010
首

長
選

挙
3

月
2

人
68.01

9
月

　
無

投
票

（
H

22）
議

員
選

挙
補

選
3月

1/26 7.95
2009

首
長

選
挙

4
月

2
人

47.34
1

月
2

人
74.08

12月
2人

84.73
9

月
無

投
票

（
H

21）
議

員
選

挙
9

月
6/6

無
投

票
2008

首
長

選
挙

5
月

2
人

71.39
2

月
2

人
63.06

無
投

票
（

H
20）

議
員

選
挙

2月
8/10 63.06

10月
6/7 94.69

2007
首

長
選

挙
11月

12/15 79.36
無

投
票

2
人

：
82.91

7
月

3
人

73.14
2

人
97.3

（
H

19）
議

員
選

挙
16/21 55.06

8月
14/17 71.00

9/11 83.26
14/17 82.93

8/9 79.88
1月

10/14 87.84
8/11 85.32

6/7 90.0
2006

首
長

選
挙

3
月

2
人

73.39
10

月
　

無
投

票
（

H
18）

議
員

選
挙

10月
4/17 82.02

2005
首

長
選

挙
4

月
2

人
44.06

12月
3人

87.68
9

月
無

投
票

（
H

17）
議

員
選

挙
補

選
12月

無
投

票
9

月
6/7 73.25

2004
首

長
選

挙
2

月
3

人
79.75

（
H

16）
議

員
選

挙
2月

8/14 79.71
2003

首
長

選
挙

2
人

89.38
2

人
：

86.43
7

月
3

人
81.22

（
H

15）
議

員
選

挙
16/20 54.61

8
月

16/19
9/13 89.34

14/17 86.43
8/11 85.54

註
：

 表
は

選
挙

ド
ッ

ト
コ

ム
（

go2senkyo.com
/local/jichitai/）、

政
治

山
（

seijiyam
a.jp/area/card/3624/6C

lP
D

C
/M

?S
）

及
び

関
係

町
村

の
H

P
の

情
報

を
整

理
し

て
作

成
し

た
。 

人
口

は
東

京
都

「
都

内
区

市
町

村
マ

ッ
プ

」（
w

w
w

.m
etro.tokyo.jp/tosei/tokyoto/profile/.../kushichoson.nta.go.jp/.../property_w

ard.pdf）
か

ら
引

用
し

た
。

表
6

東
京
都
：
町
村
の
選
挙
結
果

（
三
九
七
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

二
五
六

二
九
）
年
の
首
長
選
挙
と
議
員
選
挙
、
二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年
一
月
の
首
長
選
挙
の
六
回
の
選
挙
が
無
投
票
で
あ
っ
た
。

一
三
町
村
全
体
で
は
合
計
二
八
回
の
選
挙
が
無
投
票
と
な
っ
て
お
り
、
平
均
二
・
二
回
が
無
投
票
で
あ
る
。
無
投
票
を
経
験
し
た
一
一

町
村
（
瑞
穂
町
と
大
島
町
を
除
く
）
で
は
平
均
二
・
五
回
の
無
投
票
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
二
千
人
未
満
の
島
嶼
地
域
の
五
村
で
は
一
七
回

の
無
投
票
選
挙
が
あ
り
、
平
均
三
・
四
回
の
無
投
票
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
か
ら
現
在
ま
で
の
五
年
間
に
行
わ

れ
た
三
五
回
の
選
挙
の
内
一
六
回
が
無
投
票
で
あ
り
、
五
年
間
の
選
挙
の
四
六
％
と
約
半
分
が
無
投
票
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
全
無
投
票

選
挙
の
内
五
七
％
と
半
分
強
が
こ
こ
五
年
間
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
近
年
の
政
治
へ
の
無
関
心
化
の
高
ま
り
す
な
わ
ち
「
お

ま
か
せ
民
主
主
義

（
14
）

」
の
浸
透
の
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

多
摩
地
域
の
選
挙
を
見
た
場
合
、
人
口
三
万
人
台
の
瑞
穂
町
で
は
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
の
首
長
選
挙
は
八
八
・
五
一
％
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
以
前
の
選
挙
は
四
〇
％
台
か
五
〇
％
台
と
低
下
し
て
い
る
。
人
口
一
万
人
台
の
日
の
出
町
で
は
、
七
〇
％
台
か
ら
六
〇
％
台

の
後
半
か
ら
前
半
へ
と
の
低
下
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
人
口
五
千
人
台
の
奥
多
摩
村
は
七
〇
％
台
で
推
移
し
て
お
り
、
人
口
二
千
人
台
の
檜

原
村
は
八
〇
％
台
で
推
移
し
て
い
る
。
人
口
と
投
票
率
に
は
反
比
例
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

島
嶼
地
域
で
は
人
口
七
千
人
台
の
大
島
町
は
八
〇
％
台
で
、
八
丈
町
は
八
〇
％
台
か
ら
七
〇
％
台
後
半
で
推
移
し
て
い
る
。
人
口
三
千

人
台
の
小
笠
原
村
は
八
〇
％
台
か
ら
七
〇
％
を
経
由
し
て
直
近
の
首
長
選
挙
は
六
〇
％
台
後
半
で
あ
っ
た
。
人
口
二
千
人
台
の
新
島
村
は

八
〇
％
台
で
推
移
し
、
三
宅
島
は
七
〇
％
後
半
か
ら
六
〇
％
台
を
経
て
八
〇
％
台
と
な
っ
た
が
、
直
近
の
議
員
選
挙
は
首
長
選
挙
が
無
投

票
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
七
〇
％
台
後
半
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
一
千
人
台
の
神
津
島
村
は
九
回
の
選
挙
の
内
五
回
が
無
投
票
で
あ
り
、

投
票
率
は
八
〇
％
台
後
半
、
六
〇
％
台
後
半
、
八
〇
％
台
後
半
、
七
〇
％
台
後
半
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
三
〇
〇
人
台
の
利
島
と
御
蔵
島

は
と
も
に
三
回
の
無
投
票
も
見
ら
れ
る
が
投
票
率
は
と
も
に
九
〇
％
台
を
維
持
し
て
い
る
。
人
口
一
七
七
人
の
青
ヶ
島
村
は
六
回
が
無
投

（
三
九
八
）



東
京
に
お
け
る
町
村
の
現
状
と
選
挙
お
よ
び
自
治
制
度
変
革
の
必
要
性
（
山
田
）

二
五
七

票
で
三
回
の
選
挙
は
七
〇
％
台
後
半
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
東
京
都
島
嶼
地
域
の
町
村
の
投
票
率
で
も
あ
る
程
度
人
口
と
反
比
例

し
た
数
字
が
読
み
取
れ
る

（
15
）

。

人
口
で
全
国
下
位
の
二
〇
村
の
選
挙
結
果
を
見
る
と
、
表
７
に
あ
る
よ
う
に
、
各
村
で
少
な
く
と
も
一
回
は
無
投
票
を
経
験
し
て
い
る
。

調
査
可
能
で
あ
っ
た
一
二
一
回
の
選
挙
を
見
る
と
そ
の
五
三
％
に
あ
た
る
六
四
回
が
無
投
票
で
あ
り
、
平
均
す
る
と
一
村
あ
た
り
三
回
強

と
な
っ
て
い
る
。
選
挙
が
行
わ
れ
た
場
合
の
投
票
率
は
ほ
と
ん
ど
が
九
〇
％
を
超
え
て
お
り
、
ほ
ぼ
全
員
と
い
え
る
ほ
ど
の
有
権
者
が
投

票
に
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
無
投
票
の
内
訳
を
み
る
と
、
六
五
回
の
首
長
選
挙
の
五
五
％
強
に
あ
た
る
三
六
回
が
無
投
票
で
あ
り
、

五
六
回
の
議
員
選
挙
の
五
〇
％
に
あ
た
る
二
八
回
が
無
投
票
で
あ
っ
た
。
単
純
に
は
選
挙
の
二
回
に
一
回
は
無
投
票
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
議
会
選
挙
に
お
い
て
は
議
席
数
に
満
た
な
い
候
補
者
し
か
お
ら
ず
、
定
員
割
れ
で
無
投
票
当
選
と
な
り
、
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
た

ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
、
そ
の
際
の
無
投
票
を
入
れ
る
と
無
投
票
は
も
っ
と
増
加
す
る
可
能
性
も
あ
る

（
16
）

。

二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
は
、
地
方
議
員
の
無
投
票
当
選
の
一
段
の
拡
大
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
流
れ
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
と
こ
ろ
が
高
知
県
の
大
川
村
で
あ
る
。
人
口
三
八
五
人
の
大
川
村
は
離
島
以
外
で
最
も
人
口
の
少
な
い
村

で
あ
る
。
大
川
村
は
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
六
月
に
議
会
を
廃
止
し
村
民
総
会
の
設
置
を
検
討
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
住
民
総
会

の
設
置
は
、
地
方
自
治
法
第
九
十
四
条
の
「
町
村
は
、
条
例
で
、
第
八
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
を
置
か
ず
、
選
挙
権
を
有

す
る
者
の
総
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
、
第
九
十
五
条
「
前
条
の
規
定
に
よ
る
町
村
総
会
に
関
し
て
は
、
町
村
の
議
会
に
関
す

る
規
定
を
準
用
す
る
。」
と
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
大
川
村
は
翌
年
七
月
、
総
務
省
の
「
町
村
議
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」

の
設
置
を
う
け
て
村
民
総
会
の
検
討
を
中
断
し
た
。
研
究
会
は
二
〇
一
八
（
昭
和
三
〇
）
年
三
月
に
、
町
村
総
会
に
関
す
る
具
体
的
な
規

定
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、「
町
村
総
会
の
実
効
的
な
開
催
を
困
難
」
と
結
論
づ
け
、
地
方
議
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
提
言
を
行
っ
た
。

（
三
九
九
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

二
五
八

青
ヶ

島
村

御
蔵

島
村

利
島

村
粟

島
浦

村
大

川
村

三
島

村
野

迫
川

村
平

谷
村

渡
名

喜
村

北
山

村
上

北
山

村
売

木
村

丹
波

山
村

檜
枝

岐
村

黒
滝

村
北

大
東

村
知

夫
村

小
菅

村
都

道
府

県
東

京
都

東
京

都
東

京
都

新
潟

県
高

知
県

鹿
児

島
県

奈
良

県
長

野
県

沖
縄

県
和

歌
山

県
奈

良
県

長
野

県
山

梨
県

福
島

県
奈

良
県

沖
縄

県
島

根
県

山
梨

県
選

挙
期

日
人

　
口

177
344

346
364

385
387

387
415

417
426

445
528

529
571

605
633

658
701

2019
首

長
選

挙
無

投
票

（
H

31）
議

員
選

挙
6/7 86.36

2018
首

長
選

挙
無

投
票

無
投

票
（

H
30）

議
員

選
挙

無
投

票
無

投
票

2017
首

長
選

挙
無

投
票

3
人

94.05
3

人
91.96

2
人

99.41
2

人
92.49

無
投

票
無

投
票

（
H

29）
議

員
選

挙
無

投
票

2016
首

長
選

挙
2

人
84.95

2
人

88.95
2

人
84.39

2
人

96.08
無

投
票

（
H

28）
議

員
選

挙
6/7 94.49

無
投

票
無

投
票

2015
首

長
選

挙
無

投
票

無
投

票
無

投
票

無
投

票
（

H
27）

議
員

選
挙

無
投

票
無

投
票

無
投

票
無

投
票

6/7 90.84
6/7 89.94

無
投

票
無

投
票

6/7 90.88
無

投
票

無
投

票
2014

首
長

選
挙

無
投

票
2

人
86.21

無
投

票
（

H
26）

議
員

選
挙

8/9 93.09
7/8 82.4

5/6 95.41
2013

首
長

選
挙

2
人

76.09
無

投
票

2
人

93.73
無

投
票

無
投

票
2

人
94.44

（
H

25）
議

員
選

挙
6/7 76.09

2012
首

長
選

挙
無

投
票

無
投

票
2

人
88.27

2
人

91.51
無

投
票

2
人

96.48
（

H
24）

議
員

選
挙

6/7 93.75
7/8 91.51

2011
首

長
選

挙
無

投
票

無
投

票
無

投
票

無
投

票
（

H
23）

議
員

選
挙

6/9 92.31
無

投
票

6/7 85.46
7/10 98.21

7/9 95.58
6/8 92.84

無
投

票
8/9 94.42

無
投

票
無

投
票

無
投

票
2010

首
長

選
挙

無
投

票
2

人
84.3

2
人

97.55
8/9 91.65

（
H

22）
議

員
選

挙
無

投
票

無
投

票
無

投
票

2009
首

長
選

挙
無

投
票

2
人

96.09
無

投
票

無
投

票
2

人
92.27

2
人

90.71
（

H
21）

議
員

選
挙

無
投

票
2008

首
長

選
挙

無
投

票
無

投
票

無
投

票
無

投
票

無
投

票
無

投
票

（
H

20）
議

員
選

挙
6/7 94.69

─
2007

首
長

選
挙

2
人

97.3
2

人
96.59

無
投

票
（

H
19）

議
員

選
挙

6/7 90.0
9

人
99.34

6/9 87.96
7/9 98.33

無
投

票
─

無
投

票
─

8/9 96.59
無

投
票

無
投

票
8/11 96.62

2006
首

長
選

挙
2

人
99.35

2
人

88.84
無

投
票

2
人

93.32
（

H
18）

議
員

選
挙

無
投

票
7/9 93.38

5/6 96.73
2005

首
長

選
挙

無
投

票
2

人
98.44

─
2

人
83.5

（
H

17）
議

員
選

挙
6/7 73.25

2004
首

長
選

挙
─

─
─

─
─

─
─

（
H

16）
議

員
選

挙
─

─
2003

首
長

選
挙

─
─

─
2

人
95.61

─
（

H
15）

議
員

選
挙

─
無

投
票

─
7/8 ─

─
─

─
─

6/9 95.61
─

─
無

投
票

の
数

6（
9）

3（
6）

3（
7）

6（
8）

3（
7）

1（
7）

4（
7）

5（
7）

3（
8）

2（
5）

3（
6）

2（
5）

3（
5）

4（
6）

3（
9）

5（
7）

4（
6）

4（
6）

註
：

 表
は

選
挙

ド
ッ

ト
コ

ム
（

go2senkyo.com
/local/jichitai/）、

政
治

山
（

seijiyam
a.jp/area/card/3624/6C

lP
D

C
/M

?S
）

及
び

関
係

町
村

の
H

P
の

情
報

を
整

理
し

て
作

成
し

た
。 

選
挙

結
果

が
確

認
で

き
な

か
っ

た
も

の
は

─
で

示
し

た
。

/
は

分
子

が
議

席
数

、
分

母
が

候
補

者
数

で
あ

り
、

後
ろ

は
投

票
率

で
あ

る
。

無
投

票
の

（
　

）
は

選
挙

の
総

数
で

あ
る

。

表
7

福
島
県
の
被
災
地
7
町
村
を
除
く
日
本
の
人
口
下
位
20
村
の
選
挙
の
実
態

（
四
〇
〇
）



東
京
に
お
け
る
町
村
の
現
状
と
選
挙
お
よ
び
自
治
制
度
変
革
の
必
要
性
（
山
田
）

二
五
九

こ
れ
に
対
し
て
大
川
村
は
、
議
員
確
保
と
議
員
選
挙
の
実
施
を
目
的
と
し
て
、「
議
員
兼
業
条
例
」
を
二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年
三
月

四
日
に
成
立
さ
せ
た
。
大
川
村
は
、
地
方
自
治
法
第
九
十
二
条
の
二
の
「
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
は
、
当
該
普
通
地
方
公
共

団
体
に
対
し
請
負
を
す
る
者
及
び
そ
の
支
配
人
又
は
主
と
し
て
同
一
の
行
為
を
す
る
法
人
の
無
限
責
任
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
若
し
く

は
監
査
役
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
準
ず
べ
き
者
、
支
配
人
及
び
清
算
人
た
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」
の
規
定
が
、
人
口
の
少
な
い
町
村
の
議

員
資
格
者
の
範
囲
を
狭
め
す
ぎ
て
い
る
と
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
人
口
一
千
人
未
満
の
自
治
体
で
は
議
員
報
酬
が
十
分
で
は
な
い

た
め
に
、
専
業
議
員
は
一
〇
人
に
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
兼
業
の
禁
止
範
囲
の
緩
和
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
地
方
自
治
法
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
大
川
村
の
条
例
は
規
制
の
範
囲
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
制
限
す
る
内
容
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
抜
本
的
な
解
決
策
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

研
究
会
は
地
方
議
会
の
新
た
な
形
態
と
し
て
「
集
中
専
門
型
」
と
「
多
数
参
加
型
」
を
提
言
し
て
い
る
。「
集
中
専
門
型
」
は
、
議
員

数
の
削
減
に
よ
り
個
々
の
議
員
の
一
定
の
報
酬
を
保
障
し
専
業
議
員
と
す
る
反
面
有
権
者
か
ら
裁
判
員
の
よ
う
に
く
じ
等
で
新
た
に
「
議

会
参
画
員
」
を
選
任
し
、
議
会
へ
の
参
加
を
義
務
づ
け
て
議
会
へ
の
民
意
の
反
映
の
確
保
を
目
的
と
す
る
制
度
で
あ
る
。
他
方
「
多
数
参

画
型
」
は
集
落
の
代
表
や
議
会
各
地
区
の
区
長
な
ど
に
議
員
の
仕
事
の
兼
職
を
求
め
、
議
会
の
権
限
を
あ
る
程
度
縮
小
す
る
も
の
の
、
兼

業
の
禁
止
を
緩
和
し
多
様
な
立
場
の
住
民
の
参
加
の
確
保
を
目
的
と
し
た
制
度
で
あ
る

（
17
）

。
東
京
都
の
町
村
も
、
市
町
村
合
併
だ
け
で
は
な

く
、
広
域
連
合
、
連
携
中
枢
都
市
圏
、
定
住
自
立
圏
、
あ
る
い
は
地
域
自
治
組
織
、
地
域
運
営
組
織
、
町
村
総
会
等
の
活
用
に
よ
り
、
現

状
に
あ
っ
た
自
治
制
度
を
選
択
す
べ
き
で
あ
る
。

（
四
〇
一
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

二
六
〇

五
　
東
京
都
の
町
村
の
自
治
制
度
変
革
の
方
向
性
と
今
後

主
要
国
の
狭
域
的
地
方
自
治
制
度
を
比
較
し
た
場
合
、
大
規
模
型
、
中
規
模
型
、
小
規
模
型
に
区
分
で
き
る
。
表
８
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
大
規
模
型
の
代
表
は
平
均
人
口
約
一
五
万
人
の
イ
ギ
リ
ス
、
中
規
模
型
が
平
均
人
口
約
三
万
人
の
オ
ラ
ン
ダ
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
小

規
模
型
が
一
万
人
未
満
の
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
平
均
人
口
七
万
人
強
で
イ
ギ
リ
ス
の
約
半
分
と
は

い
え
、
中
規
模
型
の
二
倍
強
で
あ
る
こ
と
か
ら
大
規
模
型
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
日
本
の
基
礎
的
地
方
公
共
団
体
（
区
市
町
村
）

は
、
前
述
の
よ
う
に
、
人
口
三
七
〇
万
人
強
の
横
浜
市
か
ら
一
七
七
人
の
青
ヶ
島
村
が
同
じ
完
全
自
治
体
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
日
本

の
基
礎
的
地
方
公
共
団
体
に
は
、
行
財
政
能
力
に
お
い
て
は
大
き
な
格
差
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に

は
、
何
ら
か
の
地
方
自
治
制
度
の
改
革
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
は
、
グ
レ
ー
タ
ー
・
ロ
ン
ド
ン
・
カ
ウ
ン
シ
ル
と
八
の
地
域
開
発
公
社
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
一
二
の
広
域
地
域
の
下
に
、
原
則
一
層
制
の
基
礎
的
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
ユ
ニ
タ
リ
ー
が
お
か
れ
て
い
る
。
そ
の
平
均
人
口
が

約
一
五
万
人
な
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
小
規
模
自
治
体
は
存
在
し
て
い
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
小
規
模
自
治
体
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
パ

リ
ッ
シ
ュ
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
よ
ば
れ
る
準
自
治
体
が
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
パ
リ
ッ
シ
ュ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
は
人
口
五
万
人
を
超
え
る
も
の
も
存
在
し
て
お
り
、
ユ
ニ
タ
リ
ー
は
完
全
自
治
体
と
し
て
の
規
模
を
確
保
し
て
い
る
基
礎
的
地
方
公
共

団
体
な
の
で
あ
る
。
パ
リ
ッ
シ
ュ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
と
考
え
た
場
合
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
三
層
制
の
地
方
自
治

制
度
と
い
う
こ
と
も
可
能
な
国
家
な
の
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も
、
平
均
人
口
四
五
・
四
万
人
の
ラ
ン
ス
テ
ィ
ン
グ
の
下
に
人
口
三
万

人
強
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
が
あ
る
二
層
制
の
国
家
で
あ
る
。
た
だ
し
ス
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
も
イ
ギ
リ
ス
同
様
に
、
準
自
治
体
と
し
て
パ
リ
ッ

（
四
〇
二
）



東
京
に
お
け
る
町
村
の
現
状
と
選
挙
お
よ
び
自
治
制
度
変
革
の
必
要
性
（
山
田
）

二
六
一

シ
ュ
が
お
か
れ
て
お
り
、
実
質
的
に
は
三
層
制
の
自
治
制
度
を
有
し
て
い
る
国
家
と
い
え
る
側
面
も
有
し
て
い
る
。

小
規
模
自
治
体
の
国
家
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
基
礎
的
地
方
公
共
団
体
は
平
均
人
口
二
千
人
弱
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
あ
り
、
日
本
の
都
道
府

県
並
み
の
人
口
を
有
す
る
レ
ジ
オ
ン
が
広
域
的
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
が
、
そ
の
中
間
に
平
均
人
口
約
六
八
万
人
の
デ
パ
ル
ト
マ
ン
が
あ

り
、
実
質
的
に
は
三
層
制
の
自
治
制
度
を
有
す
る
国
家
と
い
え
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
「
コ
ミ
ュ
ー
ン
は
規
模
と
し
て
は
イ
ギ
リ
ス
の
パ
リ
ッ

シ
ュ
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
相
当
す
る
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
ド
イ
ツ
は
平
均
人
口
約
七
千
人
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
（
市
町
村
）
が
基
礎
的
地
方

公
共
団
体
で
あ
り
、
平
均
人
口
約
二
〇
万
人
の
ク
ラ
イ
ス
が
広
域
的
自
治
体
で
あ
る
。
た
だ
し
ド
イ
ツ
は
連
邦
国
家
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
家
を
細
分
化
し
た
形
で
領
邦
で
あ
る
平
均
人
口
約
五
百
万
人
の
ラ
ン
ト
が
お
か
れ
て
お
り
、
実
質
的
に
は
三
層
制
の
自
治
制
度
と
な
っ

て
い
る
と
い
え
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
小
規
模
パ
リ
ッ
シ
ュ
で
は
住
民
総
会
制
を
採
用
し
て
い
る
。
自
治
権
の
範
囲
が
狭
い
の
で
住
民
総
会
制
の
パ
リ
ッ

シ
ュ
は
定
期
総
会
は
年
二
回
で
あ
り
、
議
会
を
置
く
パ
リ
ッ
シ
ュ
も
年
一
回
の
住
民
総
会
を
招
集
し
て
い
る
。
議
会
や
議
会
内
の
委
員
会

は
月
曜
日
の
夜
に
開
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
の
議
員
は
原
則
無
給
（
実
費
の
み
経
費
と
し
て
支
給
）
で
あ
り
、
女
性
議
員
も
多
く
、
多
様
な
視

点
か
ら
の
地
域
運
営
を
推
進
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
、
単
一
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
市
町
村
連
合
と
な
っ
て
い
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
分
か
れ
て
い
る
。
市
町
村
連
合
や
ゲ

マ
イ
ン
デ
に
区
が
お
か
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
首
長
と
議
会
議
員
の
選
挙
と
区
や
連
合
町
村
の
首
長
と
議
員
の
選
挙
が
行

わ
れ
て
い
る
。
一
部
の
地
域
で
は
区
や
連
合
町
村
の
首
長
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
議
員
と
の
兼
職
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
首
長
が
議
員
に
な
れ
な

か
っ
た
場
合
に
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
議
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
の
意
見
を
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
反

映
さ
せ
る
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
18
）

。
こ
の
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
要
国
家
の
地
方
自
治
制
度
は
、
実
質
的
に
は
広
域
的
地
方

（
四
〇
三
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

二
六
二

公
共
団
体
と
基
礎
的
地
方
公
共
団
体
（
完
全
自
治
体
）
と
準
自
治
体
的
地
方
公
共
団
体
の
三
層
制
と
な
っ
て
お
り
、
選
挙
を
中
心
と
し
た

地
方
自
治
制
度
が
定
着
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
で
は
規
模
の
大
き
く
異
な
る
基
礎
的
地
方
公
共
団
体
が
、
完
全
自
治
体
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
地
方
自
治
制
度
は
明

治
の
大
合
併
・
昭
和
の
大
合
併
・
平
成
の
大
合
併
を
通
じ
て
大
規
模
化
が
図
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
島
国
で
険
し
い
山
岳
地
帯
と
離
島
が

多
く
、
集
落
を
単
位
と
し
た
集
落
が
多
く
、
合
併
に
至
ら
な
か
っ
た
小
規
模
自
治
体
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。
特
に
平
成
の
大
合
併
は
各

地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
に
任
せ
た
こ
と
か
ら
、
合
併
を
通
じ
て
広
域
行
政
を
確
立
し
た
地
方
公
共
団
体
と
、
小
規
模
自
治
体
に
と
ど

ま
っ
た
地
方
公
共
団
体
と
、
山
間
地
や
離
島
の
た
め
に
合
併
で
き
ず
に
小
規
模
自
治
体
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
地
方
公
共
団
体

が
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

多
様
な
地
方
公
共
団
体
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
、
日
本
の
地
方
自
治
行
政
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
一
因
と
い
え
る
。
社
会
福
祉
や
社
会

保
障
を
担
当
す
る
完
全
自
治
体
と
、
地
域
お
こ
し
や
地
方
創
生
を
担
当
す
る
準
自
治
体
を
区
分
し
、
自
治
制
度
を
状
況
に
合
わ
せ
て
多
様

化
さ
せ
る
形
で
改
革
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
日
本
で
は
町
内
会
や
自
治
会
等
の
地
縁
団
体
で
は
、
団
体
そ
の
も
の
の
存
在
す
ら
認
知
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
多
く
、
民
主
的
な
運
営
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
よ
う
な
場
合
も
見
ら
れ
る
。
特
に
「
多
数
参
加
型
」
議
会
の

設
置
を
目
指
す
場
合
に
は
地
縁
団
体
の
民
主
化
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
多
数
参
加
型
議
会
の
創
設
が
地
縁
団
体
の
民
主
化
に

貢
献
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

東
京
の
西
多
摩
地
域
で
は
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
に
、
青
梅
市
・
福
生
市
・
秋
川
市
・
羽
村
市
・
瑞
穂
町
・
日
の
出
町
・
五
日

市
町
・
檜
原
村
・
奥
多
摩
町
の
四
市
・
四
町
・
一
村
の
九
市
町
村
で
西
多
摩
地
域
大
都
市
周
辺
広
域
行
政
圏
が
設
定
さ
れ
、「
西
多
摩
地

区
広
域
行
政
圏
協
議
会
」
創
設
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
の
秋
川
市
と
五
日
市
町
の
合
併
で
あ
き
る
野
市
が
誕
生
し
、
四

（
四
〇
四
）
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三

表 8 日本とヨーロッパ諸国の自治制度（2017 年）
日　本 イギリス フランス ドイツ スウェーデン

地域圏 道　州 広域地域 レジオン ラント（州）
数 13 12 26 16

平均面積（㎢） 29,064 20,146 21,212 22,319
平均人口 983 万人 515 万人 250 万人 511 万人

広域自治体 都道府県 （カウンティ）デパルトマン クライス（郡）ランスティング
数 47 ［27］ 96 412 20

平均面積（㎢） 8,039 5,515 867 22,498
平均人口 272 万人 67.74 万人 19.85 万人 45.4 万人

基礎自治体 市町村 ユニタリー他 コミューン ゲマインデ コミューン
数 1,718+23 406 36,673 11,933 290

平均面積（㎢） 217.02 669.34 15.04 29.78 1,552.74
平均人口 73,469 152,216 1,827 6,818 33,069
準自治体 地域自治組織 パリッシュ他 （パリッシュ）

数 274 約 12,000
平均面積（㎢） 72.8 約 11.0

平均人口 11,805 約 1,500
註：フランスのコミューンは規模としてはイギリスのパリッシュに類似。
　　 ドイツのゲマインデはイギリスのパリッシュやフランスのコミューンの数

倍程度の規模。
　　 ドイツのクライスは 301 であるが、3 自治州の 4 市と 111 の郡独立州を加

えたものである。
　　イギリス： 二層制はカウンティとディストリクトで構成、一層制はシティ、

ロンドン・バラ、大都市ディストリクト、ユニタリィ、北アイ
ルランドのディストリクトで構成。

　　 日本の地域自治組織は、地域審議会（40 団体・110 審議会）、地域自治区
（一般制度：15 団体 148 自治区）、地域自治区（合併特例：12 団体・26 自
治区）の合計 3 種 67 団体 274 となっている。

　　 ここでの平均面積と平均人口は地域自治区（一般組織）を対象として計算
した数字である。

（
四
〇
五
）
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四

市
・
三
町
・
一
村
の
八
市
町
村
と
な
り
「
西
多
摩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
、
今
で
は
西
多
摩
地
域
広
域
行
政
圏
計
画
［
平
成
二
八

（
二
〇
一
六
）
年
度
～
三
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
］
を
策
定
し
て
広
域
行
政
の
充
実
に
向
か
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

こ
の
体
制
を
拡
充
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
四
市
・
三
町
・
一
村
が
合
併
を
し
て
一
つ
の
市
に
な
る
か
、
合
併
が
無
理
な
場
合
に
は
広
域

連
合
を
形
成
し
、
全
体
で
首
長
と
議
会
を
お
い
て
広
域
的
な
視
点
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
際
に
、
人
口
一
万
人
以
上
の
市
と
町
は
複
数
の
地
域
自
治
組
織
を
お
き
、
人
口
一
万
人
未
満
の
奥
多
摩
町
と
檜
原
村
は
そ
の
ま
ま
地
域

自
治
組
織
と
な
っ
て
、
地
域
の
民
主
的
な
運
営
を
は
か
る
こ
と
も
一
つ
の
選
択
肢
と
い
え
る
。
こ
の
広
域
議
会
の
議
員
は
原
則
と
し
て
小

選
挙
区
制
と
し
、
人
口
に
応
じ
て
単
一
の
地
域
自
治
組
織
か
複
数
の
地
域
自
治
組
織
あ
る
い
は
地
域
自
治
組
織
を
細
分
化
す
る
か
そ
こ
で

は
大
選
挙
区
制
で
選
出
す
る
こ
と
を
考
え
る
か
、
各
地
域
自
治
組
織
の
長
を
議
員
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
残
り
の
議
員
の
選
挙
を
実
施

す
る
こ
と
も
考
え
て
み
る
べ
き
で
あ
る
。

東
京
の
全
市
町
村
が
加
盟
す
る
東
京
都
市
町
村
総
合
事
務
組
合
や
、
多
摩
地
域
の
小
規
模
な
一
〇
市
・
三
町
・
一
村
と
一
六
の
一
部
事

務
組
合
と
と
も
に
東
京
都
市
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
や
、
多
摩
地
域
の
小
規
模
な
一
〇
市
・
三
町
・
一
村
と
一
四
の
一
部

事
務
組
合
と
と
も
に
東
京
都
市
町
村
退
職
手
当
組
合
に
加
盟
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
島
嶼
地
域
の
二
町
・
七
村
の
九
町
村
は
、
多
摩
地
域

の
市
町
村
と
し
て
協
力
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。
面
積
が
四
〇
五
・
七
八
㎢
と
広
く
、
島
々
が
広
大
な
空
間
（
竹
芝
桟
橋
か
ら
小
笠

原
・
父
島
ま
で
船
で
順
調
に
い
っ
て
二
四
時
間
）
の
中
に
点
在
す
る
、
総
人
口
二
万
七
三
三
八
人
で
、
平
均
約
三
千
人
の
九
町
村
は
か
な
り
行

財
政
能
力
が
低
い
状
況
に
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
島
嶼
地
域
の
二
町
・
七
村
の
九
町
村
は
、
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事

務
組
合
と
東
京
愛
ラ
ン
ド
（
公
財
・
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
）
を
創
設
し
て
、
一
体
化
し
て
一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
お
こ
し
等
を

推
進
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
19
）

。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
島
嶼
地
域
の
町
村
は
一
体
と
し
て
、
地
域
経
済
活
性
化
対
策
推
進
地
域
や
地
域
経

（
四
〇
六
）
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二
六
五

済
基
盤
強
化
対
策
推
進
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

島
嶼
地
域
の
九
市
町
村
が
協
力
し
合
う
こ
と
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
が
競
い
合
っ
て
地
域
お
こ
し
を
推
進
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

完
全
自
治
体
を
維
持
す
る
だ
け
の
行
財
政
能
力
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
島
嶼
地
域
で
は
、
完
全
自
治
体
と
し
て
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、

大
島
支
庁
・
三
宅
支
庁
・
八
丈
支
庁
・
小
笠
原
支
庁
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
東
京
都
の
協
力
を
得
る
こ
と
も
必
要
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
特
に
島
嶼
地
域
の
一
体
的
な
発
展
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
島
嶼
地
域
全
体
を
全
部
事
務
組
合
化
す
る
広
域
連
合
を
設
置
し
、

議
会
は
テ
レ
ビ
電
話
を
使
用
し
た
会
議
で
対
応
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

小
笠
原
村
で
は
小
笠
原
諸
島
の
自
然
回
復
に
向
け
て
多
く
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
カ
メ
の
生
態
観
察
や
保
護
に
は
本
土
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
の
協
力
が
継
続
し
て
い
た
。
外
来
生
物
や
外
来
植
物
の
排
除
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ゲ
ー
ム
感
覚
で
参
加
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
住
民
や
外
部
の
人
々
の
ア
イ
デ
ア
で
つ
く
り
だ
し
、
協
力
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
そ
う
し
た
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
よ
う
な
新
し
い
会
議
体
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
が
必
要
と
い
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
議
会
に
住
民
総
会
型

の
参
加
の
機
会
を
加
味
し
た
よ
う
な
、
参
加
型
の
地
域
お
こ
し
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る

（
20
）

。

島
嶼
地
域
全
体
で
は
、
長
野
県
が
確
立
し
た
よ
う
な
、
総
人
口
五
万
人
以
下
の
地
域
に
も
、
国
や
都
か
ら
資
金
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
定
住
自
立
圏
に
代
わ
る
柔
軟
な
制
度
の
導
入
が
望
ま
れ
る
。
大
島
町
と
八
丈
町
の
人
口
は
多
い
と

い
っ
て
も
わ
ず
か
七
千
人
台
に
過
ぎ
な
い
。
各
地
域
あ
る
い
は
各
市
町
村
の
意
見
を
出
し
合
い
全
体
の
発
展
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
広

域
連
合
の
活
用
が
現
状
で
は
望
ま
し
い
制
度
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
長
野
県
で
は
県
内
を
区
分
す
る
一
〇
の
地
域
に
全
て
広
域
連
合
を
設

置
し
て
い
る
。
し
か
し
複
数
の
市
町
村
の
連
合
体
で
あ
る
広
域
連
合
で
は
参
加
市
町
村
の
合
意
を
え
な
け
れ
ば
意
思
決
定
が
で
き
な
い
。

特
に
中
心
市
と
財
源
的
な
責
任
は
負
わ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
主
張
だ
け
を
す
る
周
辺
市
町
村
の
対
立
が
、
組
織
の
硬
直
化
を
招
い
て
い

（
四
〇
七
）
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る
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
長
野
県
の
多
く
の
広
域
連
合
が
採
用
し
た
政
策
が
、
中
心
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
や
す
い
定
住
自
立

圏
や
連
携
中
枢
都
市
圏
の
活
用
で
あ
っ
た

（
21
）

。

し
か
し
東
京
都
の
島
嶼
地
域
は
、
町
村
は
広
範
に
点
在
す
る
島
々
に
あ
り
、
人
口
を
見
て
も
全
部
が
小
規
模
町
村
で
あ
り
、
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
れ
る
町
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
で
も
一
体
化
し
た
政
策
の
確
立
と
遂
行
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
広
域
連
合
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
特
に
人
口
百
人
台
の
三
村
は
村
民
総
会
の
方
が
望
ま
し
い
と
も
い
え
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
パ
リ
ッ
シ
ュ
の
住
民
総
会
の
参

加
者
は
全
体
の
一
〇
％
程
度
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
合
意
を
得
れ
ば
行
政
の
責
任
者
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
や
す
く
、
半
年
に
一

回
程
度
の
総
会
で
リ
ー
ダ
ー
の
対
応
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
し
か
な
い
と
い
え
る
。
小
規
模
町
村
で
は
議
員
報
酬
す
ら
重
荷
と
い
え
る
。

全
体
を
広
域
連
合
に
依
存
し
つ
つ
、
地
域
の
問
題
は
み
ん
な
で
判
断
す
る
と
い
う
参
加
型
の
住
民
総
会
等
の
活
用
も
考
え
る
べ
き
価
値
は

あ
る
。
無
駄
を
省
い
た
参
加
型
の
民
主
政
治
の
遂
行
が
望
ま
れ
る
。

東
京
都
の
特
別
区
地
域
と
北
多
摩
地
域
に
は
行
財
政
能
力
の
高
い
区
や
市
が
多
く
、
若
干
行
財
政
能
力
が
低
い
市
は
合
併
か
広
域
連
合

等
に
よ
る
対
応
も
必
要
で
あ
る
。
南
多
摩
地
域
は
中
核
市
で
あ
る
八
王
子
市
を
中
心
に
し
て
連
携
中
枢
都
市
圏
を
形
成
す
る
こ
と
も
、
全

体
で
一
四
〇
万
人
を
越
す
政
令
指
定
都
市
へ
の
移
行
も
、
八
王
子
市
と
日
野
市
だ
け
の
合
併
で
七
〇
万
人
程
度
の
政
令
市
指
定
都
市
へ
の

移
行
も
可
能
な
地
域
で
あ
る
。
西
多
摩
地
域
は
、
合
併
に
よ
っ
て
中
核
市
を
目
指
し
行
政
権
限
の
拡
充
を
図
る
か
、
広
域
連
合
西
多
摩
地

域
と
よ
る
共
同
処
理
の
推
進
が
望
ま
し
い
地
域
と
い
え
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
青
梅
市
と
あ
き
る
野
市
を
中
心
市
と
す
る
定
住
自
立
圏

を
確
立
し
て
、
活
力
あ
る
展
開
を
は
か
る
こ
と
も
考
え
る
価
値
の
あ
る
地
域
で
あ
る
。

他
方
島
嶼
地
域
で
は
、
長
野
県
が
独
自
の
導
入
し
た
「
連
携
自
立
圏
」
や
「
広
域
自
立
圏
」
の
創
設
を
参
考
に
、
経
費
を
か
け
ず
に
地

域
創
生
を
は
か
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
制
度
の
導
入
が
望
ま
れ
る

（
22
）

。
西
多
摩
地
域
と
島
嶼
地
域
各
町
村
と
島
嶼
地
域
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

（
四
〇
八
）



東
京
に
お
け
る
町
村
の
現
状
と
選
挙
お
よ
び
自
治
制
度
変
革
の
必
要
性
（
山
田
）

二
六
七

を
と
る
よ
う
な
独
自
の
制
度
を
、
国
と
都
の
協
力
を
得
て
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
え
る
。
加
え
て
日
常
生
活
圏
を
対
象
と
し
た
住
民

自
治
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
西
多
摩
地
域
や
島
嶼
地
域
だ
け
で
は
な
く
必
要
と
考
え
る
地
域
が
、
地
域
自
治
組
織
や
地
域
運
営
組
織
等

の
導
入
を
は
か
り
、
実
質
的
な
三
層
制
に
よ
る
自
治
制
度
へ
の
転
嫁
を
は
か
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
西
多
摩
地
域
と
島
嶼
地
域

を
中
心
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
、
地
域
の
特
徴
を
活
用
し
た
弾
力
的
な
自
治
制
度
を
東
京
都
と
都
内
の
区
市
町
村
が
ど
の
よ
う
に
し

て
確
立
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
と
い
え
る
。

註（
1
） 

東
京
都
の
人
口
と
面
積
は
、
東
京
都
「
都
内
区
市
町
村
マ
ッ
プ
」（w

w
w

.m
etro.tokyo.jp/tosei/tokyoto/profile/.../kushichoson.nta.

go.jp/.../property_w
ard.pdf

）
か
ら
引
用
。

（
2
） 

こ
の
よ
う
に
東
京
都
の
地
域
の
三
区
分
の
代
表
的
な
も
の
は
、
地
方
公
共
団
体
の
種
類
を
前
提
と
し
た
、
特
別
区
部
・
市
部
・
町
村
部
と
い
う

区
分
と
、
地
理
的
そ
し
て
東
京
都
の
領
域
の
拡
大
の
歴
史
を
前
提
と
し
て
、
特
別
区
地
域
・
多
摩
地
域
・
島
嶼
地
域
と
い
う
区
分
の
二
つ
と
な
る
。

た
だ
し
普
通
地
方
公
共
団
体
と
特
別
地
方
公
共
団
体
の
区
分
に
従
え
ば
、
東
京
都
は
特
別
区
（
二
三
区
）
地
域
と
市
町
村
地
域
（
多
摩
地
域
と
島
嶼

地
域
）
の
二
地
域
と
な
る
こ
と
か
ら
、
本
論
文
で
は
特
別
区
地
域
・
多
摩
地
域
・
島
嶼
地
域
と
い
う
地
理
的
・
歴
史
的
三
区
分
を
中
心
に
論
じ
た
。

（
3
） 

東
京
都
の
歴
史
は
、
特
別
区
協
議
会
「
東
京
23
区
の
お
い
た
ち
」（w

w
w

.tokyo-23city.or.jp/publish/seido.../basicT
ext01.pd

）、
東
京

都
総
務
局
「
大
東
京
35
区
物
語
─
15
区
か
ら
23
区
へ
─
東
京
23
区
の
歴
史
─
」（w

w
w

.soum
u.m

etro.tokyo.jp

）
国
土
交
通
省
「
首
都
機
能
移
転

問
題
と
『
東
京
遷
都
』
─
国
会
等
の
移
転
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
─
」（w

w
w

.m
lit.go.jp/kokudokeikaku/iten/onlinelecture/lec16.htm

l

）
等
を
参

照
し
整
理
し
た
。

一
五
区
は
麹
町
区
、
神
田
区
、
日
本
橋
区
、
京
橋
区
、
芝
区
、
麻
布
区
、
赤
坂
区
、
四
谷
区
、
牛
込
区
、
小
石
川
区
、
本
郷
区
、
下
谷
区
、
浅
草

区
、
本
所
区
、
深
川
区
で
あ
り
、
六
郡
は
荏
原
郡
・
東
多
摩
郡
・
南
豊
島
郡
・
北
豊
島
郡
・
南
足
立
郡
・
南
葛
飾
郡
で
あ
る
。
な
お
小
笠
原
に
関
し

（
四
〇
九
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

二
六
八

て
は
小
笠
原
村
役
場
Ｈ
Ｐ
「
歴
史
」（w

w
w

.vill.ogasaw
ara.tokyo.jp/history/

）
を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
4
） 

東
京
都
内
の
市
町
村
の
歴
史
と
現
状
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
市
長
会
「
多
摩
・
島
し
ょ
自
治
体
変
遷
一
覧
」（w

w
w

.tokyo-m
ayors.jp/

soshiki/jichitai.htm
l

）
や
平
成
の
大
合
併
の
進
捗
状
況
は
総
務
省
Ｈ
Ｐ
『
地
方
行
財
政
』「
地
方
自
治
制
度
」
の
な
か
の
「
広
域
行
政
・
市
町
村

合
併
」
を
参
照
し
整
理
し
た
（http://w

w
w

.soum
u.go.jp/m

enu_seisaku/chiho/index.htm
l

）。
平
成
の
大
合
併
の
実
態
に
つ
い
て
は
拙
著

「
市
町
村
合
併
と
広
域
行
政

　
─
平
成
の
大
合
併
と
定
住
自
立
圏
の
関
係
を
中
心
と
し
て
─
」
日
本
大
学
法
学
会
『
政
経
研
究
』
第
四
六
巻
第
三
号

（
平
成
二
一
年
一
二
月
二
〇
日
発
行
）、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
） 

日
本
の
小
規
模
市
町
村
の
人
口
は
、【
全
国
の
市
区
町
村
】
人
口
ラ
ン
キ
ン
グ
・
面
積
ラ
ン
キ
ン
グ
・
人
口
密
度
ラ
ン
キ
ン
グ
（uub.jp/rnk/

cktv_j.htm
l

）
参
照
し
た
。

（
6
） 

市
町
村
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
市
区
町
村
「【
市
区
町
村
】
人
口
・
面
積
・
人
口
密
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」（https://uub.jp/

）
や
東
京

都
「
都
内
区
市
町
村
マ
ッ
プ
」
を
参
照
し
整
理
し
た
。
東
京
都
内
の
区
市
町
村
の
人
口
推
移
に
関
し
て
は
統
計
メ
モ
帳
「
市
町
村
の
統
計

　
日
本
」

（ecitizen.jp/P
opulation/C

ity/

）
や
東
京
都
総
務
局
「
東
京
都
の
統
計
」（w

w
w

.toukei.m
etro.tokyo.jp/dyosoku/dy17rf0000.pdf

）
を
参

照
し
整
理
し
た
。
都
内
区
市
町
村
の
投
票
結
果
に
つ
い
て
は
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
「
都
内
選
挙
日
程/

デ
ー
タ
」（w

w
w

.senkyo.m
etro.

tokyo.jp/election

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

表
１
と
表
５
の
人
口
と
面
積
の
数
字
の
相
違
は
、
利
用
し
た
資
料
の
出
典
が
東
京
都
と
東
京
市
町
村
自
治
調
査
会
と
い
う
別
途
の
も
の
で
あ
る
た

め
で
あ
る
。
筆
者
は
当
事
者
の
資
料
を
重
視
し
た
こ
と
か
ら
、
東
京
都
全
体
に
対
し
て
は
東
京
都
の
資
料
を
、
三
多
摩
に
関
し
て
は
東
京
市
町
村
自

治
調
査
会
の
資
料
を
使
用
し
た
。
数
字
の
出
典
や
難
題
に
よ
り
若
干
の
相
違
は
認
め
ら
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
大
き
な
問
題
は
な
い
と
こ
と
か
ら

二
つ
の
資
料
を
用
い
た
。

（
7
） 

東
京
都
「
リ
ン
ク
集
／
都
内
区
市
町
村
」（w

w
w

.m
etro.tokyo.jp/link/link04.htm

l

）、
東
京
都
総
務
局
行
政
部
「
行
政
部
─
区
市
町
村
行

財
政
─
」（w

w
w

.soum
u.m

etro.tokyo.jp/05gyousei/index.htm
l

）、
東
京
都
の
区
市
町
村
や
関
連
す
る
一
部
事
務
組
合
の
Ｈ
Ｐ
等
の
資
料
参
照
。

（
8
） 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
Ｈ
Ｐ
（tosho-ichikum

i.jp/

）、
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
規
約
（vill.kouzushim

a.tokyo.jp/

reiki/reiki.../g159R
G

00000318.htm
l

）、
公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
Ｈ
Ｐ
「
東
京
愛
ら
ん
ど
」（w

w
w

.tokyoislands-net.jp

）

（
四
一
〇
）



東
京
に
お
け
る
町
村
の
現
状
と
選
挙
お
よ
び
自
治
制
度
変
革
の
必
要
性
（
山
田
）

二
六
九

参
照
。

（
9
） 

東
京
都
「
リ
ン
ク
集
／
都
内
区
市
町
村
」、「
行
政
部
─
区
市
町
村
行
財
政
─
」、
東
京
都
の
区
市
町
村
や
関
連
す
る
一
部
事
務
組
合
の
Ｈ
Ｐ
等

参
照
。

（
10
） 
東
京
都
「
リ
ン
ク
集
／
都
内
区
市
町
村
」、「
行
政
部
─
区
市
町
村
行
財
政
─
」、
東
京
都
の
区
市
町
村
や
関
連
す
る
一
部
事
務
組
合
の
Ｈ
Ｐ
等

参
照
。

（
11
） 

西
多
摩
広
域
行
政
圏
協
議
会
Ｈ
Ｐ
：「
西
多
摩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（w

w
w

.nishitam
a-kouiki.jp/

）

（
12
） 

広
域
市
町
村
圏
、
第
都
市
周
辺
地
域
広
域
行
政
圏
、
地
域
経
済
活
性
化
対
策
推
進
地
域
、
地
域
経
済
基
盤
強
化
対
策
推
進
地
域
に
つ
い
て
は
、

自
治
省
行
政
局
振
興
課
『
平
成
６
年
改
訂

　
広
域
行
政
圏
要
覧
』
第
一
法
規
・
平
成
七
年
発
行
等
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
13
） 

総
務
省
：
広
域
連
携
が
困
難
な
市
町
村
に
お
け
る
補
完
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
編
『
広
域
連
携
が
困
難
な
市
町
村
に
お
け
る
補
完
の
あ
り

方
に
関
す
る
研
究
会
報
告
書
』
平
成
二
九
年
七
月
（w

w
w

.soum
u.go.jp/m

ain_content/000495505.

）
や
「
第
27
次
地
方
制
度
調
査
会
第
33
回
専

門
小
委
員
会

　次
第
及
び
議
事
録
」（w

w
w

.soum
u.go.jp/m

ain_sosiki/singi/.../N
o27_senm

on33.htm
l

）
参
照
。

（
14
） 

お
ま
か
せ
民
主
主
義
に
つ
い
て
は
、
佐
高
信
編
『
さ
ら
ば
お
ま
か
せ
民
主
主
義
』
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
・
一
九
九
七
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
15
） 

選
挙
ド
ッ
ト
コ
ム
（go2senkyo.com

/local/jichitai/

）、
政
治
山
（seijiyam

a.jp/area/card/3624/6C
lP

D
C

/M
?S

）
及
び
関
係
町
村
の

Ｈ
Ｐ
参
照
。

（
16
） 

選
挙
ド
ッ
ト
コ
ム
、
政
治
山
、
関
係
市
町
村
等
の
Ｈ
Ｐ
参
照
。

（
17
） 

大
川
村
に
つ
い
て
は
、
日
本
経
済
新
聞
「
列
島
追
跡

　
高
知
。
大
川
村
で
村
議
資
格
巡
り
新
条
例
」（
二
〇
一
九
年
三
月
二
九
日
朝
刊
）、
毎
日

新
聞
「
’19
統
一
地
方
選

　
自
治
は
ど
こ
へ
」（
二
〇
一
九
年
三
月
二
九
日
朝
刊
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
な
り
手
不
足

　地
方
議
会
は
ど
う
な
る
？
」
：
く
ら
し

　解

説
（w

w
w

.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/700/294803.htm
l

）、
地
方
議
会
・
議
員
に
関
す
る
研
究
会
著
『
地
方
議
会
・
議
員
に
関
す
る
研
究
会

　
報

告
書
』
総
務
省
（w

w
w

.soum
u.go.jp

）
を
参
照
し
整
理
し
た
。
な
お
日
本
の
こ
れ
ま
で
の
村
民
総
会
に
つ
い
て
は
榎
澤
幸
広
著
、“
地
方
自
治
法
下

の
村
民
総
会
の
具
体
的
運
営
と
問
題
点
─
八
丈
小
島
・
宇
津
木
村
の
事
例
か
ら
─
”、
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
・
社
会
科
学
篇
・
第
四
七
巻
第
三
号

（
二
〇
一
一
年
一
月
）
に
く
わ
し
い
。

（
四
一
一
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

二
七
〇

（
18
） 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
方
制
度
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
第
１
章

　
地
方
制
度
と
自
治
論
」「
第
15
章
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
要
国
の
地
方
自
治
」・
福
島
康
仁

編
『
地
方
自
治
論
』
弘
文
堂
・
二
〇
一
八
年
四
月
を
参
照
さ
れ
た
い
。
パ
リ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
は
拙
著
『
パ
リ
ッ
シ
ュ
』
北
樹
出
版
、
二
〇
〇
四
年

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
19
） 
東
京
都
「
リ
ン
ク
集
／
都
内
区
市
町
村
」、「
都
内
区
市
町
村
マ
ッ
プ
─
東
京
都
」、
一
部
事
務
組
合
等
コ
ー
ド
表
（
平
成
三
一
年
一
月
二
一
日

現
在
）
等
参
照
。

（
20
） 

小
笠
原
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
諸
島
返
還
五
〇
周
年
記
念
・
日
本
島
嶼
学
会
設
立
二
〇
周
年
「
小
笠
原
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
＆
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
二
〇
一
九
年
三
月
四
日
（
月
）
～
三
月
九
日
（
土
）
に
お
い
て
行
っ
た
現
地
調
査
の
内
容
で
あ
る
。

（
21
） 

長
野
県
に
つ
い
て
は
拙
論
文
「
長
野
県
の
地
方
制
度
の
特
質
」・
日
本
大
学
法
学
会
『
政
経
研
究
』
二
〇
一
九
年
三
月
二
五
日
・
第
五
五
巻
四

号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
22
） 

長
野
県
庁
Ｈ
Ｐ
「
と
り
ま
と
め
」、
日
本
経
済
新
聞
「
地
域
経
済
（
長
野
）」
二
〇
一
八
年
一
〇
月
六
日
朝
刊
参
照
。

最
後
に

私
が
岩
渕
先
生
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
木
曜
日
の
寒
河
江
先
生
を
中
心
に
し
た
懇
親
会
の
席
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
先
生
の
や

や
太
い
声
と
、
理
詰
め
に
問
い
詰
め
る
話
し
方
に
、
学
者
と
し
て
の
姿
勢
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
し
っ
か
り
覚
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
以
来
、
時
折
話
を
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生
を
中
心
に
色
々
な
方
々
と

の
つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
お
忙
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
の
兄
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
山
形
の
実
家
ま
で
お
線
香
を
あ
げ
に
来
て
い
た
だ

い
た
時
の
先
生
の
姿
は
今
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
先
生
に
は
た
だ
感
謝
を
申
し
上
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
先
生
と
の
つ
な
が
り
で
大
き
か
っ
た
も
の
の
一
つ
に
選
挙
学
会
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
理
事
と
し
て
学
会
活
動
を
話
す
こ
と
も
あ

（
四
一
二
）



東
京
に
お
け
る
町
村
の
現
状
と
選
挙
お
よ
び
自
治
制
度
変
革
の
必
要
性
（
山
田
）

二
七
一

り
ま
し
た
。
報
道
と
選
挙
に
関
心
の
深
か
っ
た
先
生
の
、
饒
舌
の
中
に
こ
の
分
野
に
か
け
る
先
生
の
情
熱
が
熱
く
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
は
、

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

私
よ
り
若
く
健
康
に
見
え
て
い
ま
し
た
か
ら
、
先
生
が
私
よ
り
先
に
行
か
れ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
公
私
と
も
に
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
に
捧
げ
た
く
て
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
評
は
あ
ち
ら
で
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
し
ば
ら
く
待
っ
て
い
て
く

だ
さ
い
。（
合
掌
）

（
四
一
三
）






